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　きれいなお部屋に、きれいなベッド。豪華なレースがあしらわれたカーテンと、それに調和する上品な色味の絨毯。細やかな彫刻が施されたテーブルに置かれているのは、いい匂いのする香水と美しく輝くアクセサリー。

　およそ人が想像する『お姫様生活』のそれ。

　そんなザ・プリンセスなお部屋のど真ん中、鏡の前で佇む女性が一人。背中まで伸びるつややかな黒髪に、それを束ねる藍色のリボン。大きくもなければ小さくもない黒い目に、特別美しいわけではないけれど、特別醜いというわけでもない顔。

　今日の朝完成したばかりだというドレスを身に着けた私は、自分が映った鏡をじっと見つめ、そしてぽつりとつぶやいた。

「……かわいい」

　いや、私じゃなくてこの服が。

　さすが王室お抱えの職人さんたちが夜なべして作った一品。生地もデザインも刺繍も、なにもかもがかわいすぎる。何枚も重ねてるスカート部分のひらひら具合とか、そこに施されたかわいいお花の刺繍とか、すべてがお見事。

「おきれいですう……」

　うっとりした様子で同意してくれるのは、これまたまさしくお姫様に仕えていそうなメイドちゃんたち。私にあまあまの彼女たちは、いつ何時もあの手この手で褒めちぎってくれる。

　恥ずかしく思いつつも、長々と語られる彼女たちのお褒めの言葉を受け止めて……、私は途中で固まった。彼女たちが抱えたものに、気づいてしまった。

「……え〜っと……」

　なんかものすごく、量が増えてる気がする。キラキラしたものが。

　前でさえ量が多すぎて使いきれないと思ってたのに、さらに増えてる。メイドちゃんたちの両手のトレイがキラキラで埋め尽くされている。

　するとメイドちゃんが、察したように説明してくれた。

「先日、女王様のお衣装をお褒めになられたでしょう？」

「あ、はい」

「いたく喜ばれまして」

「え」

「姫様のものもお作りになられたんです。大量に」

「大量に」のところに強烈なアクセント。私は目を見開いて絶句したけど、メイドちゃんは全く気に留める様子はなく。

　超絶笑顔で、「今日はこちらにしましょうね〜」とドでか宝石ネックレスを差し出して、なんなら問答無用で身につけさせて、（着ている本人はともかく）典型的な美しいプリンセスの格好を完成させると、戸惑う私を奥へと連れて行った。

　座らされたのは、豪華な朝食が並んだ食卓。私はまだ固まってたけれど、「さあさあどうぞどうぞ」とメイドちゃんたちに勧められるまま、スープを一口頂いた。そして思わず、両手で顔を覆った。

「……おいしい」

　びっくりした。謎に増えたキラキラアクセサリーについて、詳しく話を聞こうと思ったのに、なんかもう全部吹っ飛んだ。

　どうしよう。めちゃくちゃおいしい。名前も食材もよくわかんないけど、一流の料理人が一流の食材を使ってあらゆる手間をかけて作っているのはわかる。

「ううう……」

　聞きたいけどもう聞けない。おいしいの勝利。自身の欲望への敗北を感じながら、せっせとお料理を口に運んでしまう。いやだって、お腹空いてるし……。朝から着替えたし、私のために作られたんだから、ちゃんと食べなきゃもったいないし……。

　我ながらお姫様にあるまじき食い意地を発揮させていると、誰かがお部屋に一人入ってきた。

「ミカ」

　すらりとした長身が、視界の端に入ってくる。慌てて出迎えようとしたけれど、すでにその人は目の前まで来ており。

「おはよう。今日もきれいだね」

　気がつけば手の甲にキスが落ちていた。

　宝石のような青い目に、ウェーブがかった銀髪。その場にいるだけで誰もが目を奪われてしまいそうな、圧倒的な美貌と存在感。しかし表情は柔らかく笑みを浮かべていて、輝くような青い瞳をまっすぐ私に向けていた。

「食事中だった？」

　声が出ない。かろうじてこくこく頷けば、「同席していいかな」とお隣に座られた。

　私はしばらく黙り込んでいたけれど、いつまでもなにも言わないわけにはいかない。どうにか口を動かして、朝の挨拶だけでも交わしてみた。

「お、おはようございます。……ディランさん」

　身分にふさわしく、洗練された所作で朝食を口にしていたディランさんは、なぜか私の挨拶にぴたりと手を止めた。美しく輝く青い目が、なぜか感動したようにじっと私を見つめている。

　かと思えば、ディランさんは急に立ち上がり私を抱きしめてきた。

「ああ愛しいな。私のカーマ愛しい人」

　耳に触れたのは、柔らかいディランさんの銀髪。ほっぺたにくっついているのは、ディランさんの胸元。私の頭も肩もすっぽり包み込むような、深い抱擁。

　思わず変な声が出そうになって、ぐっと堪えた。頭の上のあたりで、ちゅっと甘く口づける音が聞こえたような気がしたけど、深くは考えないでおく。朝から心臓に激しい負担をかけるのは良くない。

「君みたいな完璧な女性が妻になるなんて、いまだに信じられないな……」

　私こそ、あなたみたいな男性が夫になるなんて、ちょっと信じられません。

　ディランさんはしばらく私を抱きしめまくり、愛を語りまくり、どれほど私が美しいのかべた褒めしまくっていたけれど、そのうち食事が途中であることを思い出し、席に戻ってくれた。

　私はほっとしながら朝食を再開したものの、しかし食事中もディランさんの愛の言葉は止まらなかった。「君の声を聞くだけで、私の世界は華やぐ」とか「君の美しさは、私の時を止めてしまう」とか、「その黒髪に口付けを落とす時間が、どれほど幸福に満ちているか、君に少しでも伝わると良いのだけど」とか。

　心の底から感動するようなため息をつかれながら「なんて君は美しいんだろう」と言われると、思わず「ディランさんのほうが美しいのでは……？」なんてことを言いそうになってしまう。

　しかし私は、ぐっと堪えた。だってそんなこと言ったら、私がどれだけ美しいのか百通りくらいの言い方で褒め倒してきそうだったから。

　しゃべる度にキラキラ輝く青い目は、まるでサファイア。ウェーブがかった銀髪が、笑顔や相槌とともに揺れるのが絶妙に上品。

　理想の王子様っていう言葉は、まさしく彼のことを指すんだと思う。

「私のカーマ、愛してるよ」

　ディランさんはそう言って私のほっぺたにキスすると、朝食もそこそこにお部屋をあとにした。

　忙しい日々の中、朝食の時間だけでもと私に会いに来てくれたみたい。

　彼の名前はディランさん。正式にはディラン・シュヴァなんとか、ザクセン……みたいな名前だったと思うけど、長すぎてまだ覚えきれていない。王家ザクセン家の一人息子で、超超正統な王子様。世界有数の、高貴な血を引く人。

『カーマ』とは、神から与えられし運命の相手のこと。

　そう、私は彼の運命の相手カーマなのだ。
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　どうしてこんなことになったのか。まずはことの始まりから説明しようと思う。

　私、鹿か央おうミカはごくごく普通の社会人だった。ぶつぶつ文句を言いながら出社して、お局様と先輩にはへえへえ低姿勢でゴマをすり、大して仕事が速いわけでもないのに残業になると不満を垂れるっていう、まさしく平凡な小物社員をやっている人間であった。

　多数派の意見に従う人間なので、一応化粧はするしそこそこ目立たない程度に服装にも気を使うけれど、彼氏を作る意欲は皆無。モテないというのもあるけれど、なにより面倒くさかったから。

　大しておしゃれに興味もなければ、デートの予定を立てるマメさもなく、休日にわざわざ外出して出会いを求める気力もない。バイタリティが枯渇していた。

　多分、そこまで恋愛が好きじゃないんだと思う。別に男性は嫌いじゃないし、かっこいい人を見たら「かっこいいなあ」って当たり前に思うし、誰かに告白されたら毛嫌いせずお話くらいはするけれど、自分から行動は起こさない。結果脈がないと思われて、男性から遠ざかっていく。ズボラでめんどくさがりの、消極的な恋愛スタンス。

　ただ社会人をそれなりにやっていると、謎の罪悪感を感じることもある。上司とか同僚の「あれ、鹿央さんって独身だよね？」みたいな質問とか、なにかしらの書類の未婚って文字に丸をつけるときとか。私の捉え方の問題かもしれないけど、妙に居心地が悪くなる。

「あーー、運命の王子様欲しいな〜〜！」とつい口にしてしまうこともしばしば。運命の王子様っていうのは、別に本当に王子様が欲しいわけじゃない。ただこの社会人アラサー彼氏なしっていう肩書きをなくしてくれる、でも今の生活は全く変える必要がない、都合のいい人が現れないかなっていう、ありえない願い事みたいなもの。

　──そんなある日のことだった。私は独り身の苦しさに直面していた。

　つまり、めっちゃひどい風邪を引いた。全身がめちゃくちゃ痛くて頭痛もひどくて、なのに休日だったせいで病院は空いてなくて、冷蔵庫には乾燥してカピカピになったほうれん草と豆腐しか残っていなかった。

　私はかろうじて引き出しに残っていた風邪薬を流し込み、涙目でベッドに倒れ込んだ。つらい。独り身はつらい。キッチンに水を取りに行く一歩が遠すぎる。

　やはり私にも、頼れる存在が必要なのかも。おいしいご飯にお薬、洗い物に洗濯……、細々しい支払いに郵便物受け取り……、具合悪いときに雑用を全部やってくれる、素晴らしい方が。

「うう……、私の運命の王子様はどこに……？」

　それはもう家政婦さんとコンビニなのではという鋭い指摘はともかく、私は全身の痛みに泣きそうになりながら、両目を閉じた。

　それが生まれ故郷で過ごす、最後の夜になることなんて知らずに。

　次に目を開けたときには、私はもう異世界にいた。そう、異世界。知らない天井に、知らない部屋。窓から見える、知らない風景。そうして知らない人から言われた。

　柔らかそうな銀髪に、宝石のように美しく輝く青い目。これ以上なく美しい顔立ち……しかし見たこともない男性が、私をまっすぐ見つめたまま、優しい声で語りかけていた。

「君が私の運命の相手カーマかい？」

　そう、本当に現れたのである。運命の王子様ってやつが。

　あの眠りが最後、私は日本に別れを告げ、一国を束ねるザクセン家ディラン王子の伴侶として、この世界に召喚されていた。

　カーマというのは、運命の相手を指す言葉なのだとか。神様の祈りによって示される相手と結婚できれば、必ず幸せになると言われているそうで。

　つまり目の前の男性が、私の運命の王子様カーマということらしい。

　……お願いの再現性高すぎない？

　私は別に、本当に王子様と結婚したかったわけでも、本当に運命の相手と出会いたかったわけじゃない。「今と全然変わんない生活しながら、いい感じに仲良く過ごせる相手が欲しいなーー」をぎゅっと凝縮させた表現が「運命の王子様」だっただけで。

　しかしその言葉を神様がどう思ったのか、ものすごい忠実性を以てお願い事は再現されてしまった。

　当然私は戸惑った。目を覚ましたら異世界で、目の前には知らない男性がいて、結婚してほしいとお願いされる。カーマだかなんだか説明されても、さっぱりわけがわからない。「本当に結婚しなきゃダメなんですか？」と、素で聞いてしまった。

　王子様は面食らった顔をして「……ゆっくり考えてくれれば、それで構わない」と答えてくれた。意外に強要はされなかった。

　しかし結婚するしないにかかわらず、私は異世界からやってきた身。帰りたいと思っても、そもそも帰る方法がない。この世界の人たちは、神様にお祈りした結果たまたま異世界から人を連れてきてもらうパターンがあるってだけで、元の世界への戻し方なんて知らないらしい。

　答えは一旦保留するにしても、私はこの国に滞在せざるを得なかった。

「どうしよう……」

　最初はめちゃくちゃ落ち込んだ。だって異世界。知らない料理に知らない景色。文化も風土も環境も全部違う。

　全く知らない異界の地で、私は一生を過ごさないといけなくなってしまった。運命の相手とか結婚とか、正直そんなことまで考えられる状態じゃなかった。

　混乱、狼狽、動揺。慣れない環境に私はとにかく困惑し、感情はぐちゃぐちゃになり……、二週間くらい経った頃だろうか。

　私はこう言った。

「……結婚します!!」

　決意は固く、両手は元気に握りこぶしを作っていた。

　変わり身が早いと言うなかれ。いやだって、めちゃくちゃ居心地が良かったんだもん。

　だって食べ物はおいしくて、お家（王宮）はぴかぴかキラキラお美しく、ドレスはなんでもかんでも選び放題。毎日ふわふわふかふかの大きなベッドで寝起きして、目を覚ませば「姫様、お目覚めですか？」と美しいメイドちゃんが優しい声で聞いてくれる。

　正直いたれりつくせり。くるしゅうない。「これ、ベッドで手を叩いたら本当に人が来るのかな」って手を叩いたら、本当に人がやってきちゃったもんね。慌てて謝ったもんね。

　どうやらこの国、王子様のカーマを得るのに随分と苦労したみたいなのだ。元々神様からカーマを与えてもらうのは、とても難しい行為なようで、相手が異世界の人間となるとさらにさらに難しくなるのだとか。

　王子であるディランさんは何度も何度も儀式や祈りを繰り返し、神様にカーマを与えてもらうように祈った。しかし祈りは通じず、何年経とうとカーマは与えてもらえなかった。

　王子という立場ある身分としては伴侶の存在を座視できない年齢……、つまり二十代半ばに差し掛かり、これで諦めようと最後のカーマ恩寵の儀式を行い……、現れたのが私だった。なかなか神への願いが通じなかったのは、王子の祈りが足りなかったわけでも儀式に手落ちがあったわけでもなく、カーマ自身が異世界にいたせいだった。

　当たり前ながら、国中大大大歓迎。我が王子様にようやくお相手が現れたと、両手を上げて大喜び。

　国民の耳に入るなり、街では自主的にお祭りが開催され、毎日花火と音楽が鳴り響くくらいには結構な喜びよう。

　そのような背景もあって、この国の全国民が私に感謝感謝でひれ伏している。運命の王子様ディランさんも含め、異世界からやってきたってだけの謎の女に、非常に敬意を持って接してくれる。それこそ手を叩いたら、爆速で駆けつけるようなメイドちゃんたちのように。

　私……、鹿央ミカはごくごく一般的な人間である。普通の庶民として生まれ育ち、そこそこの善意とそこそこの欲深さを備えている。

　つまり「社会人生活とお姫様生活どっちを選ぶ!?」って聞かれたら「お姫様生活!!」って大声で答えるくらいには、欲望に素直。

　用意されている地位は、王子様の妻。豪華絢爛なお屋敷に、華やかな宮廷生活。優しい使用人さんたちと、眉目秀麗な旦那様。

　こんな条件提示されて、引き受けない人間いる？？？　だって断って日本に戻っても、社会人やるだけなんだよ？　満員電車に揺られて、安月給に苦しむ日々を過ごすだけなんだよ!?

　風邪がつらすぎて三歳児みたいにメソメソ泣いてた二十代半ばの女でも、プリンセスになれるというならなる。なります。ならせてください。（ちなみにさすがのウィルスも異世界にはやってこられなかったのか、目を覚ましたと同時に風邪は治ってた）

『ミカ、無理を言っているのはわかっている。どうか、私の伴侶になってはくれないだろうか？』

『はい！　結婚します……っ！』

　こうして私は、結婚を受け入れた。見たこともないくらい豪華できれいなドレスとお靴で身を包み、食べたことのないくらいおいしいご飯をナイフとフォークでつつきながら承諾した。下心満載。強欲の化身。

　こんな欲深なお姫様いるかって？　今ここに爆誕したんだからしょうがない。文句は私を選んだ神様に言ってほしい。

　このような経緯を以て、私のお姫様生活はスタートした。美しくかっこいい王子様と優雅な宮廷生活。人間関係はすべて良好。なにもわからない私に、使用人さんたちは非常に親切だった。

　これだけ優しくしてもらえると、私まで周囲の人間に優しくなってくる。すると『親切で優しい素敵なお姫様』として認識されるわけで、するとみんなますます私に親切になり、私もますます優しくなり……。なんという世界平和無限ループ。

　そしてなによりも、私のカーマ……ディランさんも非常に素晴らしい人だった。いつも優しく、かっこよく。私のようなどこの馬の骨ともわからない人間にも、丁寧に接してくれる。

　目が合えばほほえまれ、なにか困っていることはないか悩みはないか、いつも様子を聞いてくれる。王子様だというのに低姿勢で、異世界からやってきた私が苦労しないように気を配っているようだった。誠実で優しくて頼れるだなんて、伴侶としては点数もつけようもないほど、完璧な人なのではないだろうか。

　彼との結婚生活に不満はない。ほとんどない。たまにお顔が美しすぎてびっくりするときがあるけれど、毎日幸せに暮らしている。

　ただあれだ。敢えて……。敢えてひとつだけ、不満を挙げるとすれば──。







「……んっ」

　きれいな唇が、私の首筋をちゅうっと吸った。慌てて首を引っ込めると、あとを追うように唇がやってきて今度は耳にキスされた。

「ミカ」

「あっ……」

　足は大きく開かされ、私をまるごと包み込むように、背中から抱きしめられていた。足の間に入っていくのは、白くて長い、きれいな指。

　くちゅくちゅと、恥ずかしい音が聞こえてた。

「んっ……あ、……あっ」

　長い指が、何度も中を出入りする。長い間触れられていたそこは、とろとろに濡れてじんわり熱を持っていた。

　ぐーっと奥まで人差し指を入れられて、ぐりぐり中をかき混ぜられる。それだけでも苦しいのに、ぴんと張った突起にまで触れられて、思わずきゅっと足を閉じた。

　が、太ももの内側に手を置かれ、やんわり防がれてしまう。

「どうして？　ミカを愛したい」

　許可を求めるように、首筋にキスされる。私はしばらく黙ったままだったけど、その間もずっとキスされて、結局足を開いてしまった。

　突起をいじめる指の動きが再開する。

「う〜〜……」

　こすこすと小刻みに擦る動き。私はぐずぐずにもだえ、腰をくねらせた。それでも全然やめてもらえず、私はディランさんの腕をつかみながら、「イッちゃうよ……」って小さな声で助けを求めた。

　宝石みたいな青い目が、柔らかく細められる。

「うん」

　めちゃくちゃ嬉しそうな顔。ちゅうっておでこまでキスされた。

　そうして塞がれたのは私の唇。ディランさんの温かい舌が、口の中まで愛でていく。

　指の動きも止まらずに、中を出たり入ったり、こすこす突起をいじめたり。恥ずかしいくらい足を開かされ、大きな手で大胆に愛されている状況に、私は目を閉じることしかできず。

「うあ、……あっ、あ」

　苦しめば苦しむほど、ぎゅっと優しく抱き込んでくる腕に、ますます追い詰められ。

「……〜〜ッッ!!」

　そうして積み上がった快感は、あっさり弾けた。息ができなくなるほどの、すごーく深い絶頂だった。もはや失神一歩手前。

　しばらくぴくぴく痙攣して、ようやく息ができるようになった頃。私は固く閉じていた目をゆっくり開いた。見えたのは、柔らかそうな銀の髪と青い目。

　私の愛しいカーマ運命の王子様が、ぽつりと言った。

「……かわい」

　思わずきゅっと目を閉じてしまう。視線から逃げるように寝返って、ベッドの端で丸くなった。

「ミカ」

　そんな私の背中を包み込む、ディランさんの大きな体。指と指を絡めるように、きゅっと手も握られた。

「きもちよかったね」

　耳から聞こえるのは、とっても愛おしそうなキスの音。わざと軽く音を立てて、キスしてることを知らせる音。

　ディランさんは何度もそんな音を立てながら、私をずっと抱きしめてた。ディランさんの体重で私の体はゆっくりベッドに沈んでいき、なにも着てない二人の体はますますべったりくっついていった。しかしもう、ベッドに逃げるスペースはなく。

　ディランさんの顔が、私の肩に乗せられた。

「抱いていい？」

「……やだ」

　小さな声で答えれば、ディランさんはふふっと笑った。潰れるように寝転ぶ私を仰向けにひっくり返す。

　向かい合うように、まっすぐ見つめられた。

「だめ。抱かせて」

　ぐっと声が詰まった。

　でももうディランさんは私の足を抱えてて、熱くなったものは私の下半身に押し付けられていた。

　そうして首を伸ばすように顔を近づけて、私にちょこんとキスをした。少しだけ唇を尖らせた、いたずらっぽいキスだった。

「愛してるよ」

　もうなにも言えない。うーって小さくうめいて、目を閉じて、言われるままディランさんの肩に腕を回すだけ。

「……あっ」

　小さなうめき声とともに私は、今日もディランさんに抱かれた。ゆっくり腰を落とされたと思ったら、そのままずくずく突き上げられた。私のきもちいい場所を探すディランさんの抱き方は、まるでとろけたバターだった。

「──ミカが来たおかげでね、私の世界は変わったんだ」

　すべてが完璧な私の夫。完全無欠の、運命の王子様。

　──夢みたいな王子様に抱く、唯一の不満。それは、愛が深すぎること。

「ミカを見る度に、一目惚れをしてる。君を見つめる瞬間ごとに、愛が深くなっているのがわかる」

「うぅ……」

　……そりゃあもちろん思ってた。私だって、立派な大人。結婚を了承したとなれば、こういうこともするんだろうなって、ちゃんと考えていた。

　ただお相手はめちゃくちゃ優しい男性ってわかったし、そもそもそれ以外の待遇が良すぎたので、性生活の部分なんてとてもちっぽけな問題だと思ってた。

　それがまさか。こんなところに落とし穴があったとは。

「どうか私を無体な男だとは思わないで。愛を伝えるこれ以上の方法が、愚かな私にはわからないだけだから」

　……最初はなんか、ちゃんと遠慮してた気がする。結婚を了承したあとも、マナーに伴うキス程度で、ちゃんといろいろ隠してた気がする。

　ただそれなりに日が経って、私が本当に結婚してくれるんだ、王宮に留まるつもりなんだってディランさん側がわかってきた頃から、なんかちょっとずつ出てきたというか。だんだん、はみ出てきたというか。

　ディランさんとしてもちゃんと出さないつもりでいるんだけど、あまりにも莫大な愛を抱え込んでいるせいで、勝手に染み出してるっていうか。

　夜の挨拶のとき、「おやすみ」と手の甲のキスから始まっていたのが、ほっぺたへのキスになり、抱擁になり、目が合う時間が増え……。それでもしばらくは唇のキスだけで留まってたのに。毎回キスするのが恥ずかしくて真っ赤になった顔をそらしたら、押し倒された。ぱたっと。ベッドに。

　「いやならなにもしない」とあまりにもかっこよすぎる顔が、私をまっすぐ見下ろしていた。気がついたら、頷いていたよね。

　私が頷いたのを見て、ディランさんは長いキスをした。それまで抑え込んできた感情に報いるような、熱いキスだった。

「大切にするよ」

　そうして我々は、いわゆる初夜というものを経験した。めちゃくちゃ甘い夜だった。

　そこからはもう雪崩ですよ。ディランさん側の。

　……多分ね、ディランさんめちゃくちゃ大変だったんだと思う。いろいろ苦労して、カーマを待ちわびていたんだと思う。だからこう……、愛が漏れてるんだと思うの。これまで溜め込んできた愛情が、全身からでろでろに漏れて私に注がれている。

　そういう姿勢はとてもありがたいと思うんですよ。お互い違う世界で生まれたんだから、すれ違わないようにたくさんきもちを語るのはめちゃくちゃ大切だと思う。

「盲目的だなって自分でも思ってる。でも惹かれて惹かれて、止まらないんだ」

　ただ問題は、私が凡人ってこと。

　人並みの容姿に、人並みの人生。恋愛経験はほとんどなく、結婚を承諾したのは富と快適生活に目がくらんだだけっていう小物具合。

　そんな人間が、愛を語られてみてほしい。抱きしめられながら、キスされながら、甘く突き上げられながら、こんなかっこいい男性に囁かれてみてほしい。

　行為中の少しかすれた声で、まるで口から衝いて出たような、独り言みたいな言い方で、ぽろっと言われてみてほしい。

「ミカ、愛してる」

「…………うっ」

　──心臓が、爆発する。







　翌朝、とろっとろに抱かれ倒した私は、ぐったり疲れ切って目を覚ました。

　同時に見えたのはディランさんのお顔。宝石みたいに輝く青い目と、ふわふわの銀髪。寝起きだからか乱れた前髪が目にかかってて、それがなんとも色っぽく。

　本当にかっこいいなあ。絵本から出てきた王子様みたいだなあ。いや本当に王子様なのか。完全に寝ぼけていた私は、そんなぼやぼやしたことを思いながら、ぼうっとディランさんを見上げていた。

　するとディランさんがぽつっと言った。無意識に口に出たような、独り言だった。

「……かわい」

　寝起きに悪すぎる高火力。

　一体なにが刺さったというのか。寝起きでぼさぼさの私のどこがよかったのか。ディランさんはゆっくり私に覆いかぶさったと思えば、ぼそっと囁いた。

「キスしていい？」

　うっと息がつまり、思わず目を閉じてしまう。それを了承ととらえたのか、ディランさんは嬉しそうに私にキスしてきた。いや、キスだけじゃなかった。

「……んっ」

　腰を撫で、足を撫で、そのうちキスはエスカレート。そのまま流れるように、抱かれた。ディランさんに触られるのきもちいいなあって思ってたら、なんかそういうことになった。

　なんて無駄のない流れ。そのくせ丁寧なのがすごい。どうしたら私の体がそっちの方向へ向かうのか、よーくわかってらっしゃる。

「今日は早く戻るね」

　朝から抱かれ倒し、打ち上げられた魚みたいにぐったり横たわった私の頭に落ちてくるのは、ディランさんの優しい接吻。じっくりじっくり愛情を込めるような、時間のかけたキス。

「……早く、ですか？」

　重すぎて起き上がれない。朝から愛されすぎて肉体的に重いのか、それと愛が重いのか。腰が痛い。心臓も痛い。頭もぼわぼわする。

　慣れない美形から注がれまくる愛情が、私の脳みそを溶かしている。

「うん。一緒に夕食をとりたくて、調整したんだ」

　どうやらディランさん、今日はお仕事を切り上げて早く戻ってくるみたい。私と一秒でも長く、会いたいんだって。たくさんお話して、たくさん顔を合わせて、たくさん仲良くなりたいんだって。うれしいですう……。

「じゃあねミカ。また夕方に」

　朝からカーマをしっかり愛で倒し、機嫌良さそうに部屋を出ていくディランさんの背中を見送りながら、私は思った。

　その早めの夕食のあとは、どうなるんでしょうか……。







　──数日後。

　私は大の字で寝転んでいた。巨大なベッドのど真ん中、まさしく「大」の漢字そのものの状態で、己の死を悟っていた。

　愛が深い。王子様すごい。つよい。かっこいい。破壊力が凄まじすぎる。

「ううう……」

　別に大したことではないんですよ。例の夕食のあとも余裕で抱かれたってだけで。なめるなよ。こっちはすぐコロッといくんだからな。

　──己の限界を悟ってから数日。ディランさんの愛情は留まるところを知らず、一日も欠かさず愛でられていた。

　このままではおそらく私の寿命は長くない。

　決して、肉体的な負担が大きいわけではない。あのディランさんが、愛しいカーマの負担になるようなことをするはずがない。問題はメンタルの方。ディランさんに抱かれる度に、心にものすごいダメージを負っている。

　美しい顔から放たれる、愛しさ満載のほほえみや、心のこもった「愛してるよ」の一言。

　そういったところに、毎回心臓が止まりかけている。

　ディランさん、優しすぎでは。ただカーマってだけの小娘に、いろいろ尽くしすぎでは。

　長年探し続けてきたカーマがようやく見つかったんだもんね。一国の後継者としていろんな重責を抱える中、ようやく見つけた運命の相手なんだもんね。そりゃずっと愛してたくなるよね。

　それにしたって、構いすぎな気がしますけど。

「……どうしようか」

　露骨に断ったら、ディランさんを傷つけるのは必至。しかしこのままでは私の寿命が先にくる。

　一日中どきどきしっぱなしは辛い。好きとか嫌いとか、そういう次元じゃない。あんな顔にずーっと愛を囁かれたら、人類全員意識飛ぶ。

「はあ……」

　思わずため息をついてしまう。

　異世界からやってきたというのに、当初から元気いっぱい。よく食べよく笑い、よく言えば快活、悪く言えば図太い我が国のお姫様が、沈んだ様子で考え事にふけっている状況に、周囲のメイドちゃんたちは非常に心配なご様子。「ちょっと姫様に声かけなさいよ！」「あなたが聞いてよ！」とお互いの肘を突き合っていたが、うつむいていた私自身は全く気づいておらず。

　いい人なんだけどねえ。もう文句も出ないほどに、素晴らしい人だとは思うんだけどね……。でもねえ……。

　お姫様にはあるまじき、朝からぐだぐだごろ寝タイム。周囲の甘やかしにかまけて「このまま二度寝しちゃおうかな」とかだらしないことを思っていると、一人のメイドちゃんがそそくさと近づいてきた。心配させちゃったのかなとも思ったが、どうやら要件は違う模様。

　促されるまま身なりを整え、応接間のソファに座ってほどなく、誰かがお部屋に入ってきた。驚くほどの超絶美女。

「ミカちゃん〜〜〜〜!!」

　いつもふりふりド派手ドレスを着ているというのに、それがまるごと似合ってしまうという、ド迫力の美魔女。ディランさんに似た銀髪だけど、髪のウェーブは強めのくるくる縦ロール。

　派手好きの奇抜好きっていう、なかなか濃い目のキャラをされてる方だけど、早世した国王に代わってこの国を治めているという、立派な女王陛下であった。王位継承者であるディランさんがカーマを得るまでの間も、身を粉にして働いていたとかなんとか。

「元気〜？　アタシはとっても元気！　ありがとう〜〜!!」

　まだなにも言っていないのに、元気だと教えてくれるし、お礼までしてくれる。感謝。

　どうやら公務の予定が空いたので、遊びに来てくれたらしい。

「長年の夢だったのよね〜。愛娘ちゃんとこうやってお茶するの！」

　女王様はきゃっきゃとはしゃぎながら、使用人さんが持ってきたお茶セットをテーブルにセットする。できたての焼き菓子からめっちゃいい匂いがした。

「ずっと王宮にいたらつまらないでしょ？　アタシも無理が利かない歳だけど、ミカちゃんのためならお出かけしてもいいわよ。街に出てお買い物しましょ」

　ディランさんが二十代半ば。そのお母様であるからにして、果たしておいくつなのかと思わなくもないけれど、今まで質問したことはない。めちゃくちゃ美人で、めちゃくちゃ元気。私よりも元気。

　というかいつもたくさんお話してくれるので、正直私がなにかを聞くチャンスはなく。かろうじて「先日はいろいろとアクセサリーを作っていただいたようで、ありがとうございました」とお礼を言えば、「あらやだあの程度で喜ばないで。ちゃんとしたものができるまでの間に合わせよ！」とか言われた。さすが。

　そんなこんなであちこち飛躍していく女王様のお話に相槌を打ちつつ、お茶を飲む度に「あーかわいい！　かわいい！　紅茶飲むだけでこんなにかわいいって罪ね！　ディランがベタ惚れなのもしょうがないわね！」とか言われつつ、楽しくティータイムを過ごしていたら、突然切り出された。

「で、ミカちゃんはアンジュー島でよいのかしら？」

「……はい？」

「とってもいいところだと思うわ。景色はきれいで、気候も穏やか。ご飯もとってもおいしくて、みんな親切。世界で一番の観光地よ!!」

　力説されるも、私は首を傾げたまま。

「あれ、言ってなかったかしら？」

　すると女王様が答えてくれた。

「ディランとの婚約旅行」

　そう、正式にはディランさんとはまだ結婚はしていない。だって一国の王子様。結婚するにはそれなりの準備期間が必要。だから今は、婚約期間中というのが正確な表現。

　まあ愛情注がれすぎてほとんど結婚してるようなもんですけど。ただ結婚式をやってないってだけで、妻として敬われ愛され、愛で倒され、立派で順調な夫婦生活を送らせていただいておりますけど。

　いやほんと、ありがたいったらしょうがない。恋愛不得手の受け身人間である私に、これほど愛を注いでくださって。めちゃくちゃ恵まれてる環境だなって毎日毎日実感しております。

　まあ、感謝しつつもぶっ倒れそうなんですけどね。ディランさんという顔面世界遺産みたいな人に愛を囁かれる度に命の危機を感じてるけどね。

　めっちゃかっこいい人が、芸能界に入る理由がわかった。顔の威力が高すぎるからだ。社会全体の共有財産になって初めて、ようやく一人ひとりが受け止めきれるくらいの顔面パワーに落ち着くんだ。人一人に向けていいもんじゃないんだ。

　だから毎回私が死にかけるのも、しょうがないことなんですよ。むしろ今まで耐えてこられたこと自体が奇跡なんですよ！　……じゃなくて。

「……新婚旅行？」

「そ。ミカちゃんも、まだディランのことよく知らないでしょ？　仲良くなるチャンスだと思って、ゆっくりしてきて頂戴」

　どうやらこの王家、婚約したら旅行に行くのがしきたりらしい。そうやってお互いをよく知って、末永い治世につなげていくとかなんとか。

「…………えっっ？」

　え、ディランさんと？　ふたりきり？　夫婦水入らず？

　……私、死ぬのでは？？？







第二章








　そこからは旅行の準備で大忙しだった。なにせ長期の大旅行。

　元の世界みたいに道中コンビニがあるわけでも、飛行機があるわけでもない。メイドちゃんたちは超超入念に、私の荷物を用意してくれた。

　馬車何台分にもなろうかという大荷物を見上げながら、「こんなにいろいろ要るの……？」って聞いたところ、メイドちゃんたちはかっと目を見開いて、「はい！　美しい姫様をたくさんの方々にお披露目しなくては！！！！」って答えてくれた。原材料が私なんだけど、ドレスと靴とアクセサリーで添加物もりもりにすればみんなに自慢できるくらい美しくなれるんだろうか。無理な気がする。

　日にちが近づくに連れ、ますます騒がしそうにしているメイドちゃんたちを眺め、私自身も旅行用の服の採寸やらなにやらで慌ただしく過ごしていくうちに、あっという間に出発日を迎えた。

　王宮から遠出するのはこれが初めて。

　見える風景すべてが目新しく、口にするものすべてが物珍しく、とても楽しく道中は過ごすことができたんだけど──。




　──私は大きく息を吐くと、どさっとベッドに倒れ込んだ。

「は〜〜……」

　長かった〜。疲れた〜……。腰が痛いし、足も痛い〜……。ぴりぴりとしびれている足をベッドに放り出し、柔らかいクッションにぐったりともたれかかる。

　王宮を出発して十日ほど。途中で別の観光地に寄ったり、船で移動したり、いろいろ楽しいこともはさみつつ、しばらく馬車を走らせてようやく目的地のアンジュー島へとたどり着いた。

「あぁぁ……」

　大変だろうなとは予想してたし、クッションとか柔らかい座席とか事前にいろいろ用意してくれてたし、ディランさんも私の負担がかからないようにたくさん休憩を入れてくれたけど、それでも疲れた。めちゃくちゃ疲れた。

　乗ってるだけなのに、馬車って意外と疲れるんだなあ……。めっちゃきれいな道を通ったし、めっちゃ優秀なお馬さんに走ってもらったのに、まさかここまでとは。

　そりゃあそうか。車とか飛行機だって、乗ってるだけなのに疲れるもんね。

　寝室に入るなり、ぐったりと倒れ込んだ私を見て、ディランさんは次々と使用人さんたちに指示を出していく。

　私とは対照的に、ディランさんや使用人さんたちはとても元気。私の足腰が弱すぎるのかな。この辺って鍛えられるのかな。そもそも馬車ってものに慣れないとだめかな……。

　柔らかいクッションに、お水。軽食。明日はお医者さんまで呼んで、長旅で体を悪くしてないか調べてもらうとか言っていた。なんといういたれりつくせり……。

　そうしていろいろ細かいものを使用人さんたちに用意させたら、ディランさんはみんなに下がるように言った。あとは自分たちでやるから朝までいいよって、使用人さんたちをお部屋に戻してた。私がゆっくり過ごせるように、そして同じく長旅をしてきた使用人さんたちも休めるように。

　ディランさん、そういうところもすごいよね。気が回るというか優しいというか。こういう特権階級の偉い人たちって、もっと人を顎で使うもんじゃないのか。

　この国の人たちが優しいのかとも思ったけど、ディランさんは使用人さんたちに特別慕われているような気がするので、多分ディランさんが珍しいタイプなんだろう。

　誰かに怒ったり、悪口を言ったりしてるところを見たことがない。機嫌が悪いときもないし、いつも丁寧な物腰だし……。顔も良ければ、身分もすごくて、性格もいいって、ほんとディランさんって完璧な人だよなあ……。

　そんなことを思いながらベッドでぼやっとしていると、人影がさっと視界に入ってきた。

「大丈夫？」

「……うん」

　お返事の声は、我ながらあんまり元気ない。おでこに優しく手のひらが乗せられた。温かい手でふわふわと髪の毛を撫でられるのがきもちいい。

　初めて寝るベッドだけど、すごく寝心地が良かった。寝室自体もめちゃくちゃ素敵。

　王宮は豪華で重厚なイメージだけどこっちは少し明るいというか。漆喰の壁はぬくもりがあるし、床も明るい水色とかクリーム色だし、バルコニーにはそのまま横になって眠れそうな背の低い椅子やクッションがたっぷり置いてある。まさしく休暇用のお屋敷、という感じ。ここも王家の別荘なのだとか。

「母にこの屋敷を勧められたんだけど、正解だったね」

　私はこくこく頷いた。完璧に気に入っていた。なんか、バカンスという言葉が持つ、ゆったりした雰囲気をそのまま体現したようなお家だったから。

「ミカと母上は仲良しだよね」

「そ、そうですね……」

　仲良しというか、なんというか。無償の愛を注ぎ込みまくられているというか。

　お姫様生活に目がくらんで王宮に留まった手前、ちょっと罪悪感もあったけど、なんかもうその辺の感情を吹っ飛ばす程度には目をかけてもらっている気がする。「宝石？　ドレス？　豪華な食事？　なんでも欲しけりゃあげるわよ」みたいな……。

　私が抱く程度の欲望なんて、真の権力者にとっては所詮庶民の発想に過ぎないみたい。

「ところで──」

　ディランさんの話題の切り出しに、私はぱっと顔を上げた。長旅を終えたばかりだというのに、いつも通り涼やかな目をしたディランさんの顔があった。本当にきれいな髪と目をしていると思う。

「母がミカちゃんって呼んでるけど、ちゃんってなんだい？」

「あーー……」

　最初挨拶したときに、なんで呼べばいいのか聞かれたんだよね。「お名前はわかったのだけど、お名前の前かあとに、なにかつけるべきものはなくって？」って。

　今思えばミスとかレディとかご令嬢とか、貴族階級特有の敬称というか、私の世界ではどういった呼び方をしたら失礼のない呼び方になるのかみたいなのを聞いていたんだと思う。学がなさすぎて「え、誰々〝さん〟とか……？」って答えちゃったんだけど。

「私の国では、親しい人をちゃん付けで呼ぶ文化があって。他にも親しさとか関係によって、君とか様とか言い方が変わるんだけど……」

　私の答えに、ぱちぱちとディランさんがまばたきをした。そしてふっと笑って、私の顔を覗き込んだ。

　両手をふわっと優しく握られる。

「ミカちゃん？」

　ぶわわわわっと顔が赤くなった。なにこれ。急にリアル。逆にリアル。夫婦じゃなくて、まるで恋人みたいな。

　急激に顔を赤くした私に、ディランさんはなぜかすごく嬉しそう。

「キスしていい？」

　だめ。

　が、私の思いも虚しく。ディランさんの唇はすでに近づいてきていた。

　唇と唇が重なるだけの、優しいキス。なのに、胸がぎゅっと締め付けられるキス。

「……んっ」

　一瞬唇がはなれたと思えば、またキスされて思わずびくっと震えてしまう。その反応もディランさんは嬉しいみたい。ますます顔を近づけて、どんどん唇を重ねてくる。

　逃げたらキスされて、びくっと反応したらキスされて、そういうのを繰り返してるうちに、気づいたらディランさんの手が私の腰に回ってた。すりすりとウエストのあたりを撫でられてた。……腰が抜ける。

「あ……」

　腰どころか、全身の力まで抜けてきちゃう。なにもかもされるがまま、ぼうっと体を投げ出してたらディランさんに言われた。

「こっち向いて」

　無理だよ。

「私を見て」

　見たら頭溶けちゃうもん。

　それでもかすかにディランさんを見上げたら、柔らかく目を細めて愛おしそうに私の髪にキスしてた。

「幸せだね」

　めちゃくちゃ甘い声。めちゃくちゃ、愛してる人へ向ける声。

「…………うん」

　我ながら、ずるいなと思うんだけど。ディランさんのきもちをもらうだけもらってちっとも返せてないのは、卑怯だなって思うんだけど。

「愛してるよ」

　ちょっと、むり。考えるのムリ。ディランさんの囁きに、頭が勝手に溶けてしまう。

　そうして私は、押し倒された。めちゃくちゃあっさり、抱かれてしまった。疲れてるのに、まだお屋敷に着いたばっかりだったのに、ディランさんの甘い雰囲気に押し流されて抱かれてしまった。とろとろで、ふわふわで優しいエッチだった。

　あーー……、ずるい。







　しばらくは休憩も兼ねて、お屋敷でゆっくり過ごした。

　最初気に入った通り、お屋敷はとっても居心地が良かった。お屋敷のどの窓からでも海が見えるので、部屋にいるだけでも気分がいい。王宮と比べて人が少ないのもゆっくりできる理由のひとつだと思う。

　白い砂浜がめちゃくちゃきれいで、ディランさんと何回かお散歩に出たりもした。なのに誰も見かけなくて、「なんで人がいないんだろ」ってつぶやいたら、ディランさんに「私有地だからね」って教えられた。

　……なーるほど。どうやらこのビーチ、全部ザクセン家の所有物らしい。ビーチに付随する諸々の施設含めて、全部。そのよりどりみどりの建築物の中から、私が気に入りそうなデザインのお屋敷を使うことにしたと。……やっぱり一国の主って、いろいろと規模が違う。

　天気は毎日晴れ。夕方になるとスコールみたいな雨が降ることもあるけれど、降っても一瞬。昼は太陽がきれいで、夜は星がきれいで、いつも爽やかな風が海から吹き上がる。この地に立っているだけで、どこか元気になる感じ。バカンスの地として、有名なのも頷ける。

　お休み中、ディランさんとお買い物にも行った。この街はシーフードとアイスクリームが有名らしく、どっちも食べたけどめちゃくちゃおいしかった。

　半島で穏やかな海が一面に広がってるから海鮮がおいしいのはよくわかるし、いつも爽やかな晴れ模様だから、アイスクリームが食べたくなるのも納得。

　別に豪華なお買い物をしたわけでも、王族として盛大に迎えられたわけでもなく、ただ二人でぶらぶらして、二人で帰っただけ。でもなんか、そういうのが良かった。

　おかげさまで、疲れは順調に回復。馬車で粉砕されたと思っていた腰とお尻の痛みも引いた。

　婚約旅行と聞いたときは、「あーーこれで私の寿命もおしまいだなあ」って絶望したものだけど、そこもさすがディランさん。初日こそ情熱が上回ったみたいだけど、私の疲れを気にしてか、以降は特にお誘いもなく。

　まあそういうのがなくたって、ちょっとした合間にキスされたり、目を覚ますと同時にこの顔にほほえまれてると、余裕で挙動不審にはなるんですけど……。

　──でもまあそんな感じで、この地にもちょっと慣れてきたので、私は新たな挑戦をすることにした。




　あっちのカバンを開けたり、こっちのクローゼットを開けたり、なんなら別の部屋からでっかい箱を持ってきたり。持ってきた荷物を全部ひっくり返す勢いで、お部屋中走り回っているメイドちゃんたちを見つめながら、私はぽつっと言った。

「もうわざわざ付け替えるのやめない？」

「ダメです！！！！」

　だめでした。「付け替えるのやめ」あたりで速攻ダメ出しされました。

「絶対白が良いです！　白！　姫様には、白！！！！」

　どんな格好が適切でどんな格好がおしゃれなのか、よくわかってない私は、常日頃からドレスもなんでもメイドちゃんたちに一任している。今日についてもメイドちゃんたちが事前に準備してくれていたのだが、実際に私が身につけてみたところ「やっぱり白！」となったらしい。

　もうアクセサリー類は金銀で統一しちゃったし、全部身につけちゃったし、もう入れ替えなくてもいいんじゃないかと思ったけど、メイドちゃんとしては全とっかえするしか選択肢はないらしい。モチベが高すぎる。

「さあ姫様、まずは腕輪から行きましょう！」

「はあい……」

　最初こそ豪華なドレスとお靴に惹かれてた私だけど、正直根っこはめんどくさがり。おしゃれに付随する努力や苦労はなるべくしたくないという、超絶わがままお姫様。

「もう大変だからいいよ」といちいち妥協しようとする私と、「他国の方々にも驚いてもらわなくては……！」と徹頭徹尾こだわりたいメイドちゃんたち。何回かやり取りし、その莫大なモチベーションに圧倒されつつ、「いやでもわざわざ付け直すのは大変だしぃ……」とごにょごにょ小競り合いを重ねてたあたりで、部屋の扉がノックされた。

　返事をすれば、すらっとした人影が部屋に入ってくる。

「ミカ」

　よし、これはいいチャンス。少しメイドちゃんたちを落ち着かせてもらおう。別にいいことだと思うし、ありがたいと思うけど、このメイドちゃんたちの熱すぎる情熱は一人だけでは受け止めきれない。

「ディランさ……」

　そう思った私はぱっと振り返り、そして止まった。思わずぽつりとつぶやいた。

「かっこいい……」

　どうしよう。めちゃくちゃかっこいい。いつものディランさんもめちゃくちゃかっこいいけれど、特別仕様のディランさんも超超かっこいい。

　こんな華やかでおしゃれな白コート着こなせる人いる？　めっちゃ王子様じゃん。超王子様。

　ディランさんに出会って以来、いろんな場面で「王子様だあ……」って思ってきたけど、今が一番〝王子様〟を感じているかもしれない。

　私ディランさんの髪の毛好きなんだよね。柔らかくて、手触り良くて、なんかディランさんの性格そのものによく似合ってる気がする。

　白いコートにあんまり銀髪が映えるので、私はしばらくぼーっと突っ立ってディランさんを眺めていた。

　……が、なぜかディランさんも動かなかった。一歩部屋に入ったまま、なかなかこっちまでやってこない。なぜかすごくびっくりしてた。

「ど、どうかした……？」

「いや」

　ディランさんは私をまじまじと見つめて、ぽつっと言った。

「……きれいだなって」

　ばっと顔が赤くなる。

　ディランさん、お世辞も上手だけど、本当に心から思ってるように言うから困る。どう反応していいかわかんなくなる。

「私は幸せものだね」

　ようやく部屋に入ってきたディランさんに、ぎゅっと抱き寄せられた。手も握られたし、こめかみにキスもされた。まだメイドちゃんがいますディランさん……。

「これはどうしたの？」

　指ですりっと撫でられるのは、私の右耳。左耳はピアスがついていたけど、右はなんにもついていない。

「えっと……」

　アクセサリー類を全とっかえするかメイドちゃんと紛争中なんですとは言えなくて、私はもごもご口ごもる。

　すると有能なメイドちゃんが、ディランさんに替えの宝飾品を差し出した。メイドちゃんたちの希望通り、装飾が白色で統一された見事なアクセサリーの数々。

　私の姿とアクセサリーを見比べて、ディランさんはすぐに察したらしい。

　ソファに座ったかと思えば、私を優雅に手招いた。

「おいで」

　どうやらディランさん、今回は私じゃなくてメイドちゃんたちの味方みたい。

　絵本から飛び出してきたような王子様に手招きされて、誘われない女性なんているだろうか。私はなにかに操られるように、ふらふらとディランさんの元へと向かった。

　そしておとなしく、膝の上に座ってしまう。

「良い子だね」

　よしよし頭も撫でられて、私はもう静かになった。「右手を出して」と言われれば右手を出すし、「ピアスを取り替えるね」と言われれば、素直に顔を横に向けた。ディランさんにかかれば、わがままなお姫様も聞き分けのいい良い子に様変わりしてしまう。

「うん。とても似合うよ」

　オフショルダーの胸元には、我が国原産の花をモチーフにした細身のネックレス。柔らかなシルエットをしたドレスには、ところどころ透明なクリスタルガラスが縫い付けてあって歩く度にきらきら輝いた。

　ドレス自体は青みがかった白色だけど、薄いレースを重ねているので主張は強くなく。白で統一されたアクセサリーも相まって、非常に上品な印象。派手すぎず地味すぎず、清潔感と美しさを兼ね備えた、完璧な出で立ち。

　……なーるほど。メイドちゃんたちはこういう絵を描いていたのか。こりゃ（本人はともかくドレスだけは）美しすぎる。

　こうして私を、メイドちゃん希望通りの格好に完成させたディランさんは、「ちゃんと着替えられたご褒美だよ」と言いながらほっぺたにキスしてきた。出かける直前だしまだ周りに人がいるし、「ご褒美まだいりません……」と言ったら、「夜ならいいの？」と耳元で囁かれた。

　なにこのディランさん。いつもの百倍くらいエッチなんですけど。

　そんな我々のやり取りを見て、メイドちゃんたちはものすごいにっこにこ。無事に大事なお姫様をきれいな格好にできたのもそうだし、自分たちの主人二人が仲良しなのも嬉しかったみたい。ううう……、恥ずかしいけどみんなが嬉しそうでよかったです……。




　そうして無事にわがままお姫様の準備が終わり、細々しい確認や荷物の準備も終えると、私たちは馬車に乗り込んでお屋敷をあとにした。

「きれい……」

　ガラガラと車輪が回る音が聞こえる馬車の中、小窓を眺めていた私は思わずぽつりとつぶやいた。見たこともないくらい大きな星が、空一面に広がっている。

　お屋敷で夜空を眺めたことはあっても、こうやって外で眺めるのは初めて。なんの明かりもない夜道から眺める星は格別で、まるで宝石みたいに光ってた。実際馬を操る御者さんは、星と月明かりだけで馬を動かしてるみたい。

　ぼーっと夜空を眺めているうちに、気がつけば馬車が止まっていた。目的地に到着したみたいだった。夜空の星々を上回るほど明るく光る場所……アンジュー島の中心街である。

　たくさんのお屋敷やお店が連なる中心街は、夜でも明るく観光客でごった返していた。何回か来たことはあるけれど、来るときはいつも明るい時間帯。夜の街が目新しくて、これまたぼーっとお店や人混みを眺めていたら、ディランさんにすっと手を差し出された。

「どうぞ」

　うわー、本当にお姫様みたい。

　私はディランさんの手を取って馬車から降りる。たくさんの使用人さんが頭を下げて、私たちを出迎えていた。

　私たちが降り立ったのは街中にずらりと並ぶ立派なお屋敷の中でも、ひときわ大きなお屋敷の門前。その通りにはたくさんの馬車が並んでいて、着飾った人たちが次々に馬車から降りていた。

「すごい……」

　華やかな文様が壁一面に施された建物に、うちの国とは全く様式の違う庭園。見たこともない、伝統的な民族衣装の数々。肌の色も違えば、顔つきや髪の毛の色も全然違う。私みたいな黒髪の人もいるけれど、金髪の人もいたし、青とか赤とか見たこともないような髪の色をした人もいた。

　さすが、アンジュー島。世界中から旅行や避暑を兼ねて、たくさんの王侯貴族がやってくる島なだけある。

　──アンジュー島に到着して、しばらく。

　私たちはたっぷりと休息をとって、長旅の疲れを癒やした。この国の気候にも慣れて、ご飯にも慣れて、到着直後の慌ただしいきもちは少し落ち着いた。

　ということで、新たな挑戦。かねてから招待されていた夜会に顔を出すことにしたのだ。

　さすがディランさんというかなんというか、歴史ある我が国の王子様はとっても有名なようで、アンジュー島について早々、たくさんの招待状を受け取っていたらしい。

　アンジュー島はバカンスの地としても有名だけど、社交界の中心地としても名高い場所だった。どんな辺鄙な場所に住む王侯貴族でも、ここにさえくれば世界中のあらゆる人と知り合いになれる。

　世界にはたくさんの国と無数の民族があるけれど、貴族社会は決して大きいわけではない。そういう層の知り合いができて、悪いことがあるわけもなく。

　……一応ね、私もね、これからは社交界の一員になるからね。

　果たしてまともな社交界の人間になれるのかは疑問だけど。そもそも友達になってくれる人がいるかわかんないけど。

　でもほら、私はともかく旦那様に関しては超有能だから。そのツテ狙いでお友達になってくれる人がいるみたいな。なんか、そういう流れで、知り合いができればいいなみたいな……。

　やばい、ちょっと緊張してきた。

「わあ……」

　エントランスもすごかったけど、会場はもっとすごい。

　ずらりと並んだお料理に、それを運ぶたくさんの使用人さん、そして彼らに囲まれながら談笑している、大変高貴そうな方々……。

　まるで映画のワンシーンのような貴族の世界に圧倒され、呆然と会場を見つめていたら、顔の前にぱっと薄く影が落ちた。

「大丈夫？」

　目の前には私を覗き込む、ディランさんの顔。パーティー仕様のディランさんはやっぱりとってもかっこよく、馬車の中でも散々見ていたはずなのにぐらっと心が揺さぶられる。

　やっぱり私、ディランさんの顔好きなんだなあ。まあ、人類みんな好きな顔だろうけど。嫌いな人なんているわけない顔なんだけど。

　しかしそのかっこよすぎる顔も、私の緊張を和らげるには至らず。

「だ、だ、だいじょうぶ……」

　私のぎこちない受け答えに、ディランさんはふっと目を細めた。その直後だった。

　ふわっと柔らかいなにかが、唇に触れた。ディランさんの唇が、私の唇に重なってた。びっくりして固まっちゃった私に、ディランさんがぼそぼそと囁いた。

「あとで私と踊ってくれる？」

「お、おどる……？」

「うん。誰かに誘われてもダメだよ。私とだけ踊って」

　会場に人が多いからか、それとも誰にも聞かれたくないからか、ディランさんは私に顔を近づけたまま、全然はなれてくれない。キスしたての唇の真上でしゃべるものだから、ディランさんの唇が動く度に、またキスしてるみたいになった。

「お、踊ったことないよ……」

　なんだっけ、舞踏会っていうんだっけ。ダンスホールとかで踊るやつ。いろんな人と、踊っていいやつだよね。あれでも今ディランさんとしか踊っちゃダメって言われ……。

　ちょっと待って、今なにも考えられない。ディランさんの目と唇しか見えない。なんでこんな顔ちかいの。なんでこんなキスしてるみたいな距離なの。今何してるんだっけ。ここどこだっけ。

「大丈夫。こうやって体をくっつけて──」

　ディランさんの手が、私の腰をぐっと引き寄せる。

「私に見とれてるだけでいいから」

　うーーっと喉が詰まった。息ができなくなった。

　やっぱり今日のディランさん、ちょっとエッチだ。なにこの特別仕様のディランさん。しんじゃう。

「私がいるから大丈夫。そんな緊張しないで、気楽にすればいい」

　死ぬほど顔を赤くしつつ、こくこく何度も頷けば、ディランさんはいい子とばかりに私をぎゅっと抱きしめて、会場の奥へと連れて行ってくれた。

「困ったら呼んでね」

　そうして改めて私の頭にキスすると、ずっとつないでいた手をはなした。同じ一室だけど、女性が交流するスペースと男性が交流するスペースとで、それぞれやんわり場所が分かれている。

　後ろ髪を引かれつつ、やんわり女性が多そうなスペースへ向かえば、遠くでディランさんが嬉しそうに頷いていた。

　しかしディランさんは、由緒正しきザクセン家の王子様。あっという間に誰かに声をかけられて、熱烈な歓迎の挨拶をもらっていた。

　うう……。私もディランさんのために頑張らないと。少しはお仕事の役に立たないと……。

　ディランさんと別れ、立ち尽くす私に後ろに控えていたメイドちゃんがこそっと聞いた。

「姫様、どちらに行かれますか」

　私はぐるりと会場を見回した。知らない会場に、知らないお料理に、知らない人々。

　ますます私は立ち尽くした。

「……わかんない」

　正直に言おう。

　私はちょっぴり人見知りである。ものすごい人嫌いというわけでもないけれど、とんでもなく社交的というわけでもない。最初話しかけるのにめちゃくちゃ勇気を必要とするタイプだし、面白いお話なんてできない。元の世界的な表現をすれば、『典型的な現代人』。

　どうしたらお友達になれるのか。どうやったら、紳士淑女の方々と、失礼のない交流ができるのか。いろいろディランさんから話は聞いたものの、実際にやれるかどうかは別の話なわけで。

「と、とりあえずいろいろ見て回ろ」

　大規模なパーティーなので、催し物はいろいろあるはず。メイドちゃんたちといろいろ見て回りながら、いい感じのタイミングがあれば、いい感じに頑張ってみよう。どうしても困ったら、「ワタシこのセカイのことワカリマセーン」って、異世界人特権を使ってしまえば切り抜けられるということで……！




　──ということで、気合を入れて夜会に突入してみたんだけど。

「つかれたあ……」

　そう長い時間も経たないうちに、ぐったりと会場のソファに座り込む羽目になった。

　なんと気合を入れた一秒後、複数の女性が近づいてきたと思ったら、あっという間に質問攻めにされた。名前年齢出身地、趣味に、好きな食べ物好きなもの。矢継ぎ早に聞かれ倒した。もはや街頭アンケート。

　どうやらみんな、異世界に興味津々みたい。

　どんな暮らしをしていたのか、みんなどんな服を着て、なにを食べていたのか、めちゃくちゃいろんな質問をされた。

　中には私を知っている人もいて、「あなたが噂の、アンジュー島に突如現れた絶世の美女ですか」とか言われたりもした。絶世の美女……？

　そこそこ疑問に思うものの、おそらくこちらの世界と元の世界では価値観が違うので、きっとそういうことなんだろう。いや、にしてもよくわかんないけど。

　まあそういう感じで、休むヒマもなくたくさんの人から質問攻めにされた結果、すっかりげっそり疲れ果て、このようにソファにもたれかかることになったのである。

「ディランさんが心配するなっていうのは、そういうことだったのか……」

　毎夜アンジュー島で開催されるパーティーの中でも、最高ランクの社交場に現れた、謎の異世界人女性。それも、長年カーマを探し続けていたザクセン家の王子のカーマ運命の相手。

　そりゃ質問されるか。そりゃあみんな気になるか。すごいねディランさん。さすが社交場に慣れているだけあるね。

「はあ……」

　いや本当に疲れた。

　いつもならベッドかソファに大の字で寝転んでいるところだけど、ここは我がお屋敷でもなければ、寛大な王子様しかいない寝室でもない。ぐっと我慢して、お行儀よく背もたれにもたれかかるだけにする。

　メイドちゃんたちが、ぱたぱたと扇子で風を送ってくれるのがきもちいい。

　今日のメイドちゃんたちは、普段の制服とは違いドレス姿。この華やかなパーティー会場に招かれた、高貴な女性のお付きとして支障ないような、とってもきれいな格好。うーん、私からすればこの子たちの方が絶世の美女……。

「そのドレスとっても似合うね」と言ってみれば、メイドちゃんはぴたっと扇子をあおぐ手を止めて、神妙な顔で「脱いできたほうがよろしいでしょうか……？」と聞いてきた。

　どうやら私の「似合うね」を、貴族令嬢的な「あなたメイドの分際でよくそんな目立つドレス着れるわね」と解釈したらしい。真面目か。

「申し訳ございません。姫様と似たようなドレスは避けるべきでした」

　大丈夫だよ。全然違う色だよ。白と黄色が同じ色だって言い張る令嬢がいたら、ぶん殴っていいよグーで。

　焦った私は「み、みんなも疲れてるだろうし、椅子に座ってみる？」と提案してみたが、かえって「令嬢方と見紛う格好をして申し訳ありませんでした。どうかお許しください」と追い詰めてしまった。だめだ。全部墓穴を掘ってしまう。

　私の「座ってみる？」は決して「（そんなにきれいな格好して貴族の娘に見間違われたいなら、身分高い人間のために用意された椅子に）座ってみる？」の意味じゃないのだ。

　王宮から連れてきたメイドちゃんたちなら、高貴なお姫様とは思えない私のゆるゆる言動にも慣れっこだけど、アンジュー島のお屋敷で働いていたメイドちゃんたちとは付き合いが浅いから、時々変な誤解が生まれてしまう。

　後ろに控えていた王宮のメイドちゃんたちと、必死になって誤解を解きにかかり、「うちの姫様ちょっとゆるいんです」って悪口だかなんだかわからない王宮メイドちゃんの言葉が決め手となったところで、私は手を止めた。

「あ……」

　休憩がてら、軽食をつまんでたらディランさんを見つけた。

　お酒を片手に、たくさんの人たちに囲まれて談笑している。多分お話しているのは、他国の高官さんとか大使さんとか、地位のある人たちなんだろう。

　華やかな夜会といえど、ディランさんのような重要な立場にある人にとっては、ほぼ仕事場。公式の場では出せないようなお話をこっそりしたり、先々のために知り合いになっておきたい人に声をかけたり、大事な国政の下地作りが地道に行われているのである。（多分）

　当然ながら、ディランさんの重要なお仕事を邪魔するわけにはいかないので、見つけても近づかない。遠くで眺めておくだけにする。まるで飼い主の帰宅を待つ子犬のように、ぐるぐるじりじり、ディランさんの帰りを待った。

　せっかくの社交界。もう交流しないのかって？　多分もう無理。お嬢様方の質問攻めに、精根尽き果てた。

　早くお屋敷に戻って「私頑張りました」ってディランさんにぎゅっとされたい。大の字で寝たい。

　あ、でもダンスするんだっけ。したい。ディランさんとならしたい。でもちょこっとだけしたら、すぐお家帰る。寝る。もう働きたくない。人見知りには難しい時間だった。

　疲れも相まって、超絶わがままで後ろ向きな考えを爆発させながら、お仕事中のディランさんをじーっと眺めてた。パーティー仕様のディランさんを眺めることで、ぼろぼろメンタルの回復を図る。

　が、そのカーマ私の王子様観察もすぐに中断。あっという間に誰かに話しかけられたから。

　すぐに立ち上がって対応したものの、お話が終わって椅子に戻ろうとした瞬間、また他の人が話しかけてくる。そういう流れがどんどん起こって、最初怒涛の質問攻めを受けたときとほとんど変わらない時間になってしまった。

「あ、ありがとうございます。また機会あればお話してくださ……」

　やばい。一人友達ができたら嬉しいなとか思ってたのに、なんかもう何人と挨拶したのかも覚えてない。まだディランさんのフルネームさえ頭に入ってない私が、異国の聞き慣れないお名前の方を覚えられるわけないのだ。頼れるのは後ろでお話を聞いているメイドちゃんたちの記憶力だけ。

　山のように別荘をお持ちだという大金持ち貴婦人に別れを告げ、ようやく第二波を乗り越えると、私はばたっとソファにもたれかかった。

「…………もうおうちかえる」

　本日二回目の弱音。

　せっかく椅子に移動したのに、これじゃ全然休憩できない。もっと慣れたら余裕で対応できるだろうし、会話を楽しむこともできるだろうけど、本日社交界初参加の私には到底不可能。ぎこちなく頷いて、ぎこちなく名前を名乗るので精一杯。自分の不勉強と経験不足が身にしみる。

　でもこのままここで休んでたら、また話しかけられちゃうよね……？　第三波くるよね？

　これはもう、ディランさんに助けを求めるしかない？　いやでもディランさんお仕事中だし、あんな男性陣の中に割って入るのも……。

「どうしよう」

　ってぐるぐる考えていたら、誰かが近づいてきた。

「会場でヒマをされていると、皆さん気遣って声をかけてきますから、休まれるなら外のバルコニーがいいですよ。自分の馬車で休まれる方もいます」

　なるほど。自分の馬車に戻ればいいのか。そしたら絶対話しかけられないのか。貴族のパーティーにも、いろいろ小技というのがあるらしい。

　役立つ情報に感心しつつ、話しかけてくださった方にご挨拶しようと立ち上がり……、ぴたっと止まった。ぱちぱちとまばたきを繰り返した。失礼だとは思いつつも、まじまじとその人の顔を眺めてしまう。

　私よりちょっと年上くらいだろうか。中肉中背の、顔の整った男性。

　かっこよくてスラッとしてて、道端で出会ったら人目を引きそう。でも、奇抜なわけじゃない。変な格好をしているわけでも、珍しい髪色をしてるわけでもない。ごくごく普通の、かっこいい人。

　なのに、なんか違う。雰囲気が違うというか、顔つきが違うというか。

　この世界の人が持っているものとは明らかに違う、独特なオーラ。

「わかりますか？」

　いつまでも動かない私に、男の人はふっと笑った。

「私も異世界から来たんです」

　私はさらにびっくりして固まってしまった。

　そうか。当たり前だけど、私以外にも異世界に来た人がいるのか。

　その人は「自分が声をかけている限り、誰も話しかけてこないから」と言って、隣のソファに座ってくれた。

　私も異世界から来た人とお話するのに興味があったので、もちろん快諾。他の世界から来た先輩として、話を聞けたらありがたい。

「すみません。他人事とは思えなくてつい話しかけてしまいました」

　この男性は何年も前にカーマとして喚び出されたらしく、最初はなにもわからなくて、大変苦労したのだとか。

「自分以外で異世界から来た方を見るのは、これが初めてです」

　カーマは神様から与えられるものだけど、ふしぎなことに大抵は同じ国の人か、遠くても隣国や同じ大陸の人が大半。地理的に遠くなればなるほど、カーマとして与えられる事例は少なくなって、異世界の人間ともなると全世界でも数年に一度現れるかどうか、というものらしい。

　みんなが興味を持って、私に話しかけてくるのも頷ける。

「たくさんの方から話しかけられるでしょうが、以前の世界のことはあまり話さないほうがいいと思います。異世界人は貴重なので、様々なところで思惑が動くんです。言動によっては、災いを招くこともありますから」

　この人のカーマはごくごく普通の一般市民だったから、とにかく大騒ぎになったらしい。異世界人を受け入れられる環境が用意できるわけもなく、たくさんのトラブルが起こった結果、今は一人で暮らしているのだとか。

「まあなにか起こっても、お相手が彼かのザクセン家なら大丈夫だと思いますが…」

　……そうか。神様が定めるカーマ運命の相手だからといって、必ずしもうまくいくわけじゃないのか。

　よく考えたら、当たり前なような気もする。そもそも、神様が決めたってどういうことって感じだもんね。運命の相手って言われても、全然好みのタイプじゃないかもしれないし、性格とか価値観とかが、全く合わない可能性だってあるし。

　異世界人が相手なら、余計にそうかも。価値観どころか、常識が違うんだもんね。生まれた国どころか、世界から違うんだもんね。国際結婚の比じゃない。

　……そう考えると、ディランさんってほんとにすごい人なんだなあ。

　だってめちゃくちゃ長い間、カーマを探してたんでしょ。王家の後継者として、一日でも早く結婚相手を見つけたかったんでしょ。

　それなのにカーマとして与えられたのは、この世界のことを一切知らない異世界の女性。カーマなんて概念もわかんなければ、ザクセン家のことさえわかってない。

　そんな女性に対して、「無理を言ってるのはわかってるけど、私と結婚してくれないだろうか」なんて言える？　普通言えない。

　苦労して手に入れたカーマと結婚するのは当然で、どうやったらこの無知な女をザクセン家にふさわしい人間にできるだろうかとか、こんな女に一国を背負う責任感が伝わるだろうか、そういうことを最初に考えそうでならない。

　しかも相手あれだよ。下心満載で、豪華な靴はいてキャッキャしてるんだよ。

　なんという、忍耐強さ。私だったら追い出しているような気がしてならない。

　ディランさん、最初から優しかったもんなあ……。結婚を受け入れてからの迫りようはすごかった（今もすごい）けど、私が嫌がるようなことはしなかったし……。私はもっともっとディランさんに感謝すべきなのかも。

　やっぱり先駆者のお話って大事。今の私じゃとても思い当たらない視点から、物事を見ることができる。

「いろいろありがとうございました」

　私は頭を下げて、先輩異世界人さんに別れを告げた。実際に会話を交わした時間は、そんな長くなかったと思う。でも会場で挨拶をした人たちの中では、一番長くお話できたかも。

「ミカ」

　私たちの会話が終わるのを待ってくれていたのか、それともタイミングが良かっただけなのか、先輩異世界人さんとお別れした直後、ディランさんが戻ってきた。

　私はすぐにディランさんの元へ駆け寄ろうとして……、足を止めた。いやだって、ディランさんが真顔でじっと私を見つめていたから。

　いつもにこやかなディランさんには珍しく、なにやら意味深な目線。

「……どうかした？」

「いや」

　ディランさんはゆるく首を振って、いつもの優しい笑顔に戻った。でも、なにも言わない。一瞬の沈黙。

「えっ」

　思わず声が出てしまう。え、なんだろう。なにかしてしまっただろうか。

　しかしディランさんは何事もなかったかのように、会話を再開させた。

「先程の男性は？」

　違和感を覚えれど、黙り込むわけにもいかない。私はおずおずとディランさんの質問に答えた。

「……えっと、異世界から来た人らしくて、たくさんお話してもらったの」

　言いながら気づいた。これって、ものすごい成果だったりする？

　だって貴重な異世界人と、知り合いになれたんだよ。全世界で数年に一人しか現れないという超貴重な異世界人と、知り合い。え、知り合いになれたよね？

「今度遊びに来てほしいって。異世界のこともお話したいって」

　あとでお屋敷にお手紙送るとか言われたし、よければお屋敷に来てほしいとかも言われたし……。社交界初参戦にしては、なかなかの収穫ではないだろうか。

「すごく親切な人だったよ。同じように異世界から来たからって、悩みとか聞いてくれて……」

　褒められたい一心で、お話した内容をぺちゃくちゃと伝えてみる。

　ちょっと興奮気味で早口だったけど、ディランさんはにこやかな笑顔を浮かべながら、私のお話を聞いていた。ディランさんは常に笑顔だけど、いつも以上にほほえんでくれているような気がする。

「同じ世界の人？」

「え、違うと思うけど……」

　お互い、元の世界についてはあまり話さなかったので、ちゃんと確かめられていない。でも私がいた世界とは顔つきとか話し方の雰囲気が違いそうな……。いやでも私も地球すべての民族について知ってるわけじゃないし……。

「確かめたほうが良かった？」

　元の世界のことはあんまりしゃべらないほうがいいと言われたので、あちらも教えてくれるかどうか。同じ地球から来たとすれば、相当な確率だと思うけど。

　しかしディランさんは左右に首を振った。

「いや、ミカがそんなに喜ぶのは珍しいと思ってね。そんなに楽しかったのかなって」

　どうやらディランさん、私たちがお話してるところを眺めていたらしい。そりゃあ見えるか。私だって、心細くなる度にちらちらディランさんを盗み見してたくらいだし。

「楽しかったというか、なんかすごく参考になったっていうか……」

　ディランさんの優しさを、改めて理解したというか。カーマっていう考え方とか、異世界人の扱いとか、そういう勉強になる話が一瞬の会話に詰まっていたような気がする。

「笑ってたのは、ディランさんのこと考えてたからで……」

「私のこと？」

「うん」

　私が頷くと、にこやかに笑っていたディランさんが急に真顔になった。きれいな目を何度もまばたきさせながら、じっと私を見つめている。えっ。

　かと思えば、ぎゅっと私の手を握った。そして肩に腕を回した。「人の邪魔にならないように、さりげなく誘導してくれてるのかな〜」なんて思いながら顔を上げたら、ディランさんの顔がなぜか近くにあった。……重なるのは、お互いの唇。

「っ!?」

　びっくりもびっくり。私はかちっと固まってしまった。ディランさんに肩も腰もすっぽり抱き込まれ、なぜかすくい上げるようにキスされている。

　目を開けたまま固まった私と、嬉しそうにキスを続けるディランさん。一度はなれた唇をさらにもう一回くっつけようとしてきたので、私はとっさに自分の口とディランさんの口の間に手のひらを滑り込ませた。ま、まだお話が終わってな……。

「な、なんか、お手紙くれるって言ってて、お屋敷に招待してくれるかもって……」

「うんいいよ」

「でも私、手紙の出し方とかわからないし、書き方とかも……」

「私が返事を書くよ。大丈夫」

　ディランさんはさくっと軽くお返事すると、私の肩を抱き直し、再びキスに突入。手のひらバリアは役に立たず、柔らかい唇が、何度も何度も私の唇に重なっていく。な、なにこれえ……。

　一体全体なにがなにやら、そろそろもうむり助けてどうにかしてと、私のメンタルが限界を迎えた頃、ようやくディランさんは私からはなれてくれた。

　後ろに控えていた使用人さんを手招いて、なにかを受け取っている。心臓バクバク、ぜえぜえと呼吸を荒らげる私の肩にふわっとなにかがかかった。ディランさんの上着。

　続けて手の甲に、優しくキスされる。

「帰ろうか」

　使用人さんから受け取ったのは、この白い上着だったらしい。「自分の上着もあるよ」って言おうとしたものの、ディランさんが肘を差し出してきたのでもうそれ以上なにも言うことはできず。

　まだパーティー序盤。本格的な盛り上がりはこれからというまだまだにぎやかな会場を、我々はあとにするらしい。

　こんな一瞬顔を出しただけで大丈夫なのかなとちょっと心配になるものの、とりあえず新顔として社交界の皆様にご挨拶するっていう目的は達成したんだし、確かに会場に長居する理由はない。あんまり慣れない格好で出歩いて、疲れても良くないし。

　ということで、ちょっと早いけど私の社交界デビューはこれにて終了。帰路につくため、まるでおとぎ話に出てきそうなくらい華やかで美しいザクセン家の馬車に、私は乗り込んで……。

「あ、あ、あの……」

　──非常に困惑していた。

「どうかした？」

「いえあの、ちょっとあの……」

　ディランさんが、めちゃくちゃべったり私にくっついてたので。

　王室所有のものとはいえ馬車は馬車。決して広いとは言えない空間の中、ディランさんは私を膝の上に乗せ、背中から覆いかぶさるように抱きしめていた。

「……お、重くないですか？」

「なにが？」

　ディランさんは、美しい銀髪をさらっと揺らしながらわずかに首を傾げた。一体なにが重いのか、本当にわかってなさそうな顔。さすが王子様。そもそも女性が重いなんて発想自体ないらしい。

　ならもうなにも言うまい考えまい。私は温かすぎる背中も、絶え間なく撫でられる手も全部無視して、がたごと揺れる馬車に身を任せることにした。あとどのくらいでお家に着くかなあ。お星さまがきれいだなあ。

　しかしディランさん、諦めモード全開で小窓から夜空を見上げる私をどう思ったのか。私の横顔を見つめながら、ぽつっと一言。

「……その視線さえ、愛おしいよ」

　ぶわっと顔が赤くなる。なんだこれ。ディランさんはいつも愛が深いけど、いつも以上に愛情表現がとんでもない気がする。

「疲れてない？」

「だ、大丈夫」

「楽しめた？」

「う、うん……」

　ディランさんの手が、私の髪の毛を愛おしそうにふわふわ撫でる。いつもなら「これかわいいよね。メイドちゃんがパーティー用に髪飾り付けてくれたの」って雑談を持ちかけるところだけど、今の私は黙ったまま動けない。

「お腹は空いてない？」

「す、空いてないです……」

　会場で食い意地を爆発させて、合間合間にめっちゃつまみ食いしましたので、なんならお腹いっぱいです……。

　するとディランさんは「ならよかった」と言って、私の手に自分の手を重ねた。そして指と指を交差させて、ぎゅっと握ってきた。思わず変な声が出そうになった。

　あれ、行きの馬車でもこんなくっついてたっけ？　いや行きでも「ドレス姿もかわいいねきれいだね素敵だね」ってべた褒めされてたけど、こんな数センチの隙間も許さないみたいなくっつき加減ではなかったような気がする。会場で大丈夫だったかずっと質問されるし。どんな人としゃべったのか何回も聞かれるし……。

　なんて言えばいいのか。そう、過保護だ。過保護。

　なんかディランさん、めちゃくちゃ私に過保護になってる。初めて一人で行動したから、危なっかしく見えたのかな。

　いやでもほぼ同じ空間にいたし、一番はなれてても視界に入るくらいの距離だったし、ほとんど一緒にいたような気がするけど、それでも心配をかけてしまったのだろうか。

　ていうかダンスってどうなったっけ？　ディランさんダンスしようって言ってなかった？　いや、やらないならやらないほうがいいけど。私そういうセンス壊滅的だし。

　でも自分から言いだしたのになにも言わずにやめるっていうのがディランさんらしくないというか。やめるならやめるで、「ミカも疲れてるだろうし、今日はやめておこうか」くらい言いそうな気がするというか……。

　ダンスをすっ飛ばしてまで、お家に帰りたくなる理由がなにかあったのだろうか。私が変なことしてたとか？

　思い当たるフシがない。ぜんぜんない。いや、一点だけあるにはあるのか……？

「あの……」

　私は勇気を出してディランさんに話しかけた。

「こういうパーティーとかって、一日に話していい人数の上限とかあったりする……？」

　思い当たることといえば、それしかない。いやでもそんなことある？　そんなマッチングアプリみたいなルールある？？？

「そんなものはないと思うけど」

　だよね。やっぱりないよね。よかった。

　えーー私なにやっちゃったんだろう。使用人さんがどんな大きなミスしても怒らないで有名なディランさんが、こんなに過保護になるなんて。

「メイドちゃんを泣かせそうになったから……？」

　いやでもそれは、王宮のメイドちゃんたちと全力で誤解を解いたし……。

　うつむいて、ぶつぶつ独り言を言いながら原因を探る私を、ディランさんはじっと見つめていた。その視線に私が気づき、目が合うと同時に一言。

「キスがしたい」

　待って、展開が読めない。

　しかしディランさんはあっという間に顔を近づけて、そのままキスしてきた。

「っ……」

　最初は、軽く唇を重ねるだけのキス。そのキスで私の反応を確かめると、次は少しだけ長くキス。その間に私の背中に手を回し、すっぽりつかまえてから、またキス。どれもこれも、わざと音を立てるようなキスだった。

「……ンッ」

　気がつけば、ぱたっと押し倒されてた。座席に横たわるように、ディランさんの大きな体が、私の体に覆いかぶさっていた。

　待って。ここ、馬車なんだけど。

「ディ、ディランさん」

「……うん」

　返事こそしたものの、私からはなれる様子はなく。

　服こそ脱がすことはしなかったけど、ディランさんは私を押し倒したまま、いろんなところにキスしてきた。耳とか、首とか胸とか、ドレスを脱がさずにキスできるところの、全部。

　キスしながら優しく腰を撫でられると、なんだかぞわぞわしてしまう。なにも言えなくなってしまう。

「……あっ」

　もうダメかもって思い始めたところで、馬車が止まった。窓から見えるのは、使い慣れたお屋敷の玄関。

　ぐったり座席に倒れ込んだ私の頭を撫でながら、ディランさんがぽつっと言った。

「ベッドに行こうか」




　お屋敷に到着するなり、ディランさんは私を抱き上げるとそのままお部屋に直行。

　メイドちゃんたちを呼ぶと、私の寝支度を手伝うように頼んだ。なぜかものすごく静かになってしまった私に、メイドちゃんたちは心配してくれたけど、なにも言うことはできず。

　そのまま寝室に戻れば、先に着替え終わったディランさんが待ってて、もごもごうろたえているうちに捕獲。あっという間にベッドまで連れて行かれた。

「……あっ」

　私はきゅっとネグリジェの裾を握った。が、ディランさんにその手をやんわりつかまれて、すぐに裾をはなしてしまう。

「んっ……、あ……」

　太ももにふわふわと触れるのは、ディランさんの柔らかい銀髪。ディランさんの両腕が、私の足を抱えるようにおさえてて、うまく足が閉じられない。

　むしろ大きく足を開かされ、随分と長い時間、ディランさんの口で愛されてしまった。

「あ、あっ……、アッ」

　ぺろっと突起を舐められて、思わず腰が揺れてしまう。

　それを肯定ととらえたのか、ディランさんは愛おしそうにそこにキスをすると、ちゅう、と軽く吸ってきた。

「ひぅ……」

　私の腰はますます揺れて、恥ずかしいことにディランさんの顔に腰を押し付けることになった。

「きもちいい？」

　私はこくこく頷いて、ディランさんの手をつかんだ。もうそろそろおしまいにしてほしいなってきもちで、ディランさんを見つめてみる。

　しかしディランさんとは目が合わなかった。ディランさんは目を閉じて、私の足の付け根のあたりにキスしてた。

「……ンッ」

　そうしてまた、ぺろっと突起を舐めてきた。閉じようとする足をおさえられながら、むしろ膝の内側を押されて大きく開かされながら、赤く張り出した突起を何度も舐められた。

「まっ……」

　待って、と口にしようとして、うまく言えずに終わってしまう。ディランさんの指が、中に入ってきた。

　入り口を優しく撫で、そこがぐずぐずに濡れているのを確認した指は、ゆっくりと中へ入ってくる。

「あああ……」

　お腹側のざらざらしたところを強く擦るように挿れられて、それだけでも声を出してうめいたのに、奥まで達した途端グリグリと小刻みに動かされて、思わず腰が浮いた。

　やだ。まるでディランさんに突き出してるみたいになってる。もっと触ってって、言ってるみたいになってる。

　ディランさんは体をどかすどころか、むしろ私の腰が浮いた状態を維持するように私の下半身に腕を絡め、腰を支えた。

「〜〜っ……！」

　そうしてますます舐めやすく、触りやすくなったそこを、容赦なく愛でた。

「あ〜〜……っ」

　ガクガクガクッと足が揺れる。

　ぐずぐずと指で中を突き上げられ、突起は舌で吸い上げられ、吸わない合間は指でこすこすと擦られた。時々歯で柔らかく潰されることさえあった。

　やばい。あつい。中が、じんじんする。

「いっちゃう……」

　泣き声みたいに声が震えてた。でもディランさんはやめなかった。ディランさんは私よりも、私の体のことをよーく理解してた。

　ネグリジェの裾をお尻までまくりあげ、中を擦り、突起もつぶし、なんなら乳首まですりすりと服の上から擦られた。

「あ、だめ……、むり、あ、あっ……」

　もうたまんなかった。

　ディランさんのすること全部、たまんなかった。

「……いく」

　だからもうはなれてほしい。もうこれ以上さわんないでほしい。

　そう思ったのに、ディランさんはそれまでの愛撫を続け、むしろますます触れるスピードを速めた。

「〜〜〜ッ……！！！」

　そうして私はイッた。

　ひくっと息が止まったと思ったら、もう一瞬だった。全身をがくがくと震わせながら、悲鳴にならない悲鳴とともにイッた。

　ディランさんがそこにいるのに、足が勝手に内股になってきゅうっと閉じてしまう。太ももの内側にディランさんの体を感じて、なんかもうそれがめちゃくちゃ恥ずかしくて、もう直視できなくなった。なるべく体を小さく丸め、顔も両腕でなるべく隠し、なるべく目立たないように、イッた。

　なのに絶頂した時間は、めちゃくちゃ長かった。止めたいのに、止まんない。勝手に体が、イき続ける。

「う〜〜…………」

　なきそう。

　ふにゃっふにゃになりながら、固く閉じていた目を開けば、ディランさんが私にキスしてるところだった。唇とかこめかみ、おでことか、首。イきすぎて震える体をなだめるようなキス。とっても優しいキス。

「……な、なにか、わるいことした？」

　ディランさんがふしぎそうに首を傾げた。

「私、なにか、わるいことしました……？」

　もし問題があったのなら、こういうやり方じゃなくてもっとわかりやすく教えてほしい。頑張って直すので。

　私の質問に、ディランさんはすぐに返事はしなかった。しばらく黙り込み、少し長めの間を置いてから、ぽつっと言った。

「したかも」

　ちょこんと唇をつつくようなキスもされた。

「し、しちゃった？」

「うん」

　ええどうしようって思ったけど、ディランさんはなぜか薄く笑ってた。ちょっと意地悪な笑顔だった。

　ディランさんは私を抱き起こすと、自分の膝の上に座らせた。そうして後ろから抱きすくめると、両方の胸をふわふわと優しく揉んだ。

　んっと小さくうめいたら、指の腹ですりすりと先端も擦られる。

「あ……」

　普段寝るときに着るネグリジェは、薄いシルク生地のもの。その布の上からすりすり優しく擦られて、先端がぴんと張ってきたら、次は爪を立てられてかりかり擦られた。

　思わず腰をくねらせて、気づいた。太もものあたりに、ディランさんの熱いものが当たっていた。

「パーティーに慣れないのに頑張ってて、やっぱりすごく良い子だなって思ったよ。ミカを誇りに思うし、尊敬してる」

　思わず腰を引いたら、ぐっと体を引き寄せられて逆に押し付けられてしまった。まるでこれからのことを予感させるように、ぴたっと腰をくっつけられた。全身が、ぞくぞくしてしまう。

「でもちょっといやだったかな。ミカが人と楽しそうに話しているのは」

　どうしよう。お話を聞きたいのに、なんにも頭に入ってこない。

「しゃべっちゃだめなの？」

「だめ」

「……ほんと？」

「うん。だめ」

　その〝だめ〟はめちゃくちゃ甘い言い方で、否定してるのに、怒ってるような、叱ってるようなそういう雰囲気は少しもなかった。甘ったるさしかなかった。

「私の知らない人と、私の知らない世界の話なんてしちゃだめ」

　だめじゃないけど、だめ。もっとたくさんしてほしいと思ってるけど、だめ。ディランさんの甘いきもちがいっぱいつまった、「だめ」。

「……早く、ミカを妻として紹介したいな」

　快感とは違うもので、胸がきゅーっと苦しくなる。

　ディランさんも、悪いことを考えたりするんだ。いつも優しいきもちで、私を愛してるわけじゃないんだ。

　今更そんなことに気がついて、なんだか無性に切なくなった。

「あっ……」

　ディランさんの手が、足の間に差し込まれる。もうぐちゃぐちゃに濡れたそこを、優しく撫であげられた。

「……んっ」

　でもディランさんはゆるく突起や入り口を触るだけで、それ以上の刺激はくれなかった。

　くちゅくちゅと浅く出入りする指に、勝手に腰が揺れた。背中から抱きしめてるディランさんを振り返って見上げてみたけど、もらえたのはキスだけ。

「ディランさ……」

　ぬるま湯みたいなとろとろした愛撫はめちゃくちゃきもちよくて、でもイけなくて、手も握って、何回もディランさんの名前を呼んだ。

「……挿れるね」

「あーーっ……」

　ほとんどディランさんにすがりつくように抱きついて、ようやく挿れてもらったときは、もう溶けるかと思った。

　ゆるゆる優しく揺さぶってもらってるだけなのに、快感が全身を駆け巡って、ほとんど泣くように喘いじゃった。

「う〜〜……」

　もう、全然かわいくなかったと思う。いつも以上に変で、いつも以上にべちゃべちゃな顔になってたと思う。

「かわいいなあ……」

　なのにディランさん、めちゃくちゃ優しかった。

　ディランさんの肩にまとわりつく私の手も、突き上げる度に出ちゃう私の喘ぎ声も、泣き顔も、全部好きみたいだった。

「〜〜〜〜……っ」

　ぐずぐず奥を小刻みに突き上げられるのが、本当にダメ。ぐーっと優しい力で、奥をえぐられるのも、ダメ。

「いく……」

　どっぷり心の奥底から愛でられて、何回イッたのかもわかんなくなった。何回抱かれたのかも、わかんなくなった。

　もはや前後不覚。とろとろのぬるま湯の中にずーっと入ってる感覚。

　自分が起きてるのか、寝てるのかもわかんない。意識はあるけど、大半が〝きもちいい〟の感情で支配されてた。




　果たしてまだ抱かれてるのか、それとももうイきすぎて動けなくなって、ディランさんに寝かしつけてもらってるのか、そんなことさえわかんない状況で、ふわふわディランさんに頭を撫でてもらっていたら、ぽつっと言われた。

「最初はね、カーマなんて信じてなかったんだ」

　まるで子供を寝かしつけるときの絵本の読み聞かせみたいな、優しい声だった。

　ディランさんとしても、ほとんど独り言のように話していたと思う。

「カーマなんて、神が勝手に決めるものだろう？　私は王子だったし、それなりの家柄の、それなりの女性と結婚できればそれでいいと思ってたんだ」

　確かディランさんがカーマを求め始めたのは、今は亡きお父さんが切望したからだったと思う。自分がカーマと結婚できたから、ディランさんもカーマと結婚できるように尽力したのだと聞いたような気がする。

　でもディランさんのカーマはなかなか見つからなくて、正統な王子でありながら結婚が先延ばしになった。その間に王様は崩御して、未婚の王子の代わりに女王様が国を継ぐことになった。

　そこに待望のカーマが現れて、ディランさんは結婚を願い出て……、確かそういう流れだったはず。

「でもミカは……、初めて会ったときからすごくふしぎでね。ますは挨拶と思って花束を贈ったら、すごく驚いてた。今まで接してきたとは令嬢たち全く違う反応だったよ」

　ディランさんの声って、めちゃくちゃきもちいい。

「でも結局受け取ってくれて……、その笑顔がすごく素敵だと思った」

　穏やかでゆっくりで、いつどこで話されても耳障りじゃない感じ。ディランさんはどこもかしこも全部素敵だけど、声も特別素敵だと思う。

「そしたらもう翌日には、ミカのことばかり考えるようになってた」

　ああもう、寝そう。ディランさんの声がきもちよすぎて、寝ちゃいそう。

「ミカがまだ、私のことを好きじゃないのはわかってる」

　いや、好きなんだよ。私もディランさんが好き。人間としてすごく尊敬しているというものあるけれど、恋という領域にもちゃんと当てはまる種類の〝好き〟だと思う。

　……ただ、ディランさんのように運命のような恋愛を理解できてないってだけで。

　私はカーマの価値なんて知らないし、生まれた頃からカーマとの出会いを期待して生きてきたわけでもない。この世界で、神話のように語られるカーマという概念を、ついこの間知ったばかり。

　私は普通に生きてきて、普通に暮らしてきた。誰かに恋すること自体得意じゃなくて、強烈な恋愛感情というものを経験したことがない。だから「君は運命の相手なんだ」って言われても、ピンとこない。

　こんな王子様みたいな人と結婚する未来を想像してこなかったから、まだ現実なのかって信じきれてない。

「少しだけ可能性があるとうれしいけどね」

　そこで私の意識は、限界を迎えた。ディランさんの声がどんどん遠のいていく。

「おやすみ」

　そうしてディランさんのキスをかすかに感じて……、私は眠りについた。







　──目を覚ますと、朝だった。めっちゃきれいな朝だった。

　寝室の大きな窓から見える海にちょうど朝日が差し掛かり、水平線の形に美しく空が白んでた。

　やっぱりこのお屋敷好きだなあ……。どこも景色がきれいだなあ……。

　そんなことを思いながらベッドでぼけーっとしていると、背中からぎゅっと抱きしめられた。

「おはよ」

　ディランさんも起きてたみたい。振り返ると同時に、おでこにキスされた。「おはよ」とお返事すると、唇にもキスをくれる。

「なにか飲む？」

　私がこくりと頷けば、ディランさんはローブを羽織りながらベッドから降りた。テーブルに置いてあるお水をコップに注ぎ、私に手渡してくれる。

　それを私が飲んでいる間に、ディランさんはまたベッドからはなれていった。今度は寝室の扉をノックして、使用人さんから朝食の乗ったトレイを受け取っていた。

　ベッドに戻ってくると、「昨日はほとんどなにも食べられてないよね」と言いながら、パンにジャムを塗っていた。私が好きなパン。すごくサクサクしてるやつ。クロワッサンとはまた違う、この世界独自のパン。

　当然それは、お水を飲み終わった私に手渡された。もちろんおいしい。好きな味のジャムだから、余計においしい。

　私はひとつ食べ終わると、ぱたっとベッドに横たわった。「他にはなに食べたい？」と聞いてくるディランさんの腕をつんつん引っ張った。

「一緒に寝よ？」

　引っ張る力はすごく弱い。でも優しいディランさんはちゃんと引っ張られてくれて、私の思い通りにベッドに寝転んでくれた。

「ミカはお腹空いてないの？」

　空いてるけど、そうじゃないというか。食べたいけど食べたくないというか。

「どうかした？」

「だってディランさん、私のためにずっと動いてるから……」

　昨日はお互い疲れたはず。ずーっと人と話して、ずーっと挨拶して、帰ってきたのは夜遅く。きっとディランさんのほうが私の何倍も疲れたと思う。

　なのにディランさんはまだ働こうとしてる。いつもそう。いつもいつも、ディランさんは私のために動いてる。

　すごく嬉しいし幸せだけど、今日くらいディランさんもゆっくりしたらどうだろうか。

　そんなことを言ったら、ディランさんがにこって笑って私にキスした。

「尽くしたいんだよ。片想いだから」

　思わず固まっちゃった。

「でもミカがそう言ってくれるなら、一緒に寝ようかな」

　ディランさんは抱き枕のようにすっぽり私を抱きしめると、息を吐いて目を閉じた。本当に一緒に眠ってくれるらしい。

　……ディランさんの愛情は、本物だと思ってる。嘘偽りなく、私を好きでいてくれていると思う。

　最初はそういう想いに触れても、ピンとこなかった。急に異世界に来て、急に結婚することになって、急に知らない生活が始まったから、自分のきもちがどうなのかよく考えがまとまらなかった。

　でもディランさんと一緒に過ごして、大事にされて、たくさんたくさんディランさんの想いに触れて、そういうこともあるのかなって思うようになった。

　つまりずーっとずーっと愛されていくうちに、好きになっていく感情。たくさん愛してくれるから、自分まで愛せるようになってく感覚。

「私、恋をしたことがなくて、時間がかかっちゃったんだけど……」

　ドラマチックな一目惚れとか、確信を持って誰かを好きだと思えた経験がない。そんな人間だったら、前の世界でもとっくに恋人ができてたと思う。

「ディランさんのことが好きだと思う」

　ちょっと前までは下心があった。お姫様生活だとか、みんなが優しくて親切だからとか、そういう理由で王宮に留まっていたけれど、今はそれだけじゃないと自信を持って言える。

　アンジュー島にやってきて、よくわかった。ディランさんはどんなときでも優しくて、私の話をよく聞いてくれる。すごく尊敬できる人だと思う。

　そういうところから、好きになるのはダメだろうか。ドラマチックじゃない、恋愛ドラマみたいなわかりやすいきっかけも、イベントもない。ゆっくりで曖昧で地味。でも、リアルな感情。

　こういうものを恋だと言っていいのなら、今してる気がする。

「ディランさんと出会えてよかったって思ってる」

　恋できなかったのは、私自身のせいかも。

　恋はドラマチックじゃなきゃダメだって、変に思い込んでたのかも。私に似合うのは静かでゆっくりで、じわっと心が温かくなるような……、多分そういう恋なんだと思う。

　私の言葉に、ディランさんは驚いたように固まっていた。かと思えば、急にギュッと手を握ってきた。

「私のことが好き？」

「……うん」

「本当に？」

「うん」

「……うれしい」

　ディランさんに強く抱きしめられた。

「私もミカが好きだよ」

　胸がきゅんとした。

　こんなシンプルな恋心のやり取り、自分ができるなんて思いもしなかった。私、ちゃんと恋できてるんだ。こんな、困っちゃうくらいかっこいい人に、恋しちゃってるんだ。

「……私、頑張るね」

　たくさん勉強しよ。たくさん頑張ろ。

　こんなかっこよくて完璧な男性に釣り合うような、素敵な女の人になれるようにたくさん努力しよ。

　もっと知識をつけて、世界のことも理解して、いろんな人と知り合いになって、ディランさんの役に立つように働こう。

「ゆっくりでいいよ。私は一生愛してるから、ミカも焦らずに、ゆっくり私を愛してほしい」

　それまでディランさんとは、数えきれないほどキスしてきたけど……、このときのキスが一番ドキドキしたと思う。




　──それから、私の考え方はちょっと変わった。

　この旅をただのバカンスとは思わず、アンジュー島にいる間にたくさん勉強した。夜会や食事会に積極的に参加するようになって、知り合いもたくさんできた。ザクセン家に属する異世界人の女性としてそれなりに有名になれたと思う。

　婚約旅行に来てよかった。ディランさんととってもとっても仲良くなれた。

　王家のしきたりってやっぱり意味があるんだな。こうやって二人きりで過ごして初めて、わかり合えるものがあるんだな。

　まだまだ不安だけど、ディランさんとならこれからの結婚生活もうまくいくはず。問題が起こったら、話し合えば大丈夫。

　そんなことを思いながら、私たちはしばらくアンジュー島で過ごした。







　──行きはあれだけ大変だったのだから、帰りも同じくらい疲れるだろうと覚悟していたのに、最終日になっても私の体は元気だった。

　どうやら私のお尻と腰にも、無事馬車慣れというものが適応されたらしい。

「ミカ」

　馬車から降りようとしたら、ディランさんの手が差し出された。

　ディランさんにしっかり支えてもらいながら、私は長旅用の背の高い馬車から慎重に足を降ろした。

「ありがと」

　お礼とともに笑いかけたら、ディランさんもにこっと笑った。

　そのままディランさんの顔が近づいてきて、到着したばかりで恥ずかしかった私はとっさに避けようとしたけれど、途中で気が変わって素直にキスを受け取った。いつもならほっぺたで妥協してもらうところを、真正面から待ち構え、唇をふわっと優しく潰してもらう。

　そんな私の対応が、ディランさんには意外だったみたい。一瞬止まって、またすぐふっと笑って、私にキスをし直した。

「……これだから、ミカに夢中になってしまうんだ」

　へへへっと笑うのは、私なりの照れ隠し。

　ディランさんと手をつなぎ、久々の王宮を横断していく。混乱を避けるため具体的な帰国の日時は伏せていたので、出迎える人の数は少なく、たまたますれ違った使用人さんたちは、驚きながらも再会を喜んでくれた。

　向かうのは、王宮の最奥。この国で一番高貴な方が住まう場所。お手紙ではやり取りしていたけれど、こうして顔を合わせるのは久々。

　にしたって、びっくりさせてしまうかも。急に仲良くなって帰ってきた夫婦を見て、きっとすごくびっくりするはず。

　改めて、これからお願いしますって言おう。頑張りますって、自分の覚悟を伝えよう。

　そんなことを思いながら、女王陛下のお部屋までやってきて……、私は足を止めた。

　なんだかとても、ザワザワしてた。

　何人もの使用人さんが、バタバタと女王様のお部屋に出入りしていて、開けっ放しの扉からは、たくさんの大臣さんや役人さんの姿が見えた。

　私はお部屋から出てきたメイドちゃんをぱっとつかまえて、声をかけた。

「なにかあったの？」

　メイドちゃんは突然帰国した私の姿に驚いたようで、びくっと大きく体をはねさせると、次はものすごく落ち着かない様子で、ゆらゆらと視線を泳がせた。

「あーいやえっと……、べつに、なにも……」

　……これは絶対、なにかあったな……。

　息子夫婦の帰国に喜びすぎた女王様が、とんでもないサプライズを用意しちゃったとか、「よーし無事帰国したし、明日からディランが王様ね！」って王様ゲームみたいなこと言い始めたとか、多分その辺。ぜったいその辺。

　疑いの目でじーっとじーっと見つめ続けていると、さすがのメイドちゃんも諦めたのか、しぶしぶと口を開いた。

「その……、姫様がアンジュー島でたくさんパーティーにご出席されたじゃないですか」

「えっうん」

「そのお美しいお姿が、国内外で大変話題になりまして……」

「えっ」

「それで、どうやらたくさんのお申し出があったようなんです」

　メイドちゃんはますます言いにくそうにして、歯切れ悪く答えた。

　お申し出……？　私がたくさんパーティーに出たら、増える申し出……？

「──ミカ様の、縁談の申し出が」







第三章








　書類書類書類。お手紙お手紙お手紙。山のような、結婚申し込み書の数々。

　私は大の字になって、それらの山に突っ伏していた。

　……あったかいなあ。すごい量だなあ。このままお布団みたいに眠れちゃいそうだなあ。

「なんでえ……！！！」

　思わず頭を抱えてしまう。

　なんという痛恨のミス。墓穴中の墓穴。

　ディランさんの妻になるために貴族交流頑張ろう!!　って意気込んでたら、まさか婚活してることになってたなんて。

「いや私、ディランさんと婚約中って言ってたと思うんだけど……!?」

　思わずべちっとテーブルを叩いてしまう。

「別に婚約者だからと言って、なにか制約があるわけじゃないからね」

　そうなんだ。将来結婚を約束したからと言って、絶対結婚しなきゃってわけじゃないんだ。この世界フレキシブル〜。柔軟対応すごい〜〜。……やだ!!

　暴れる私とは対照的に、ディランさんは至極冷静。静かにお茶を傾けて、届いたお手紙を確認中。

「より条件の良い結婚相手を探すのは当たり前のことだし、異世界人を得たとなったら相当な名誉になるから……」

　やだ。そんなの。私はディランさんと結婚したい。ディランさんの名誉になりたい。こんなのでよければ。

「……ううううう」

　思わずうめけば、ディランさんは慰めるように私の頭を撫でてくれた。

　大変大変当たり前のことなんだけど、異世界人って伴侶としてもとてつもない人気らしい。

　そりゃあそうか。歩くだけで注目の的。この世にない技術や知識を有し、この世界に革新をもたらす存在。名誉や名声を重んじる貴族が、そんな存在と結婚したくないわけない。（ちなみに私はそんなすごい技術も知識も持ってない凡庸異世界人）

　アンジュー島は社交界の中心地。そこで交流を深めたことで、新たな異世界人が現れたことを世界中に知らしめてしまった。

「美しい年頃の異世界人女性だし、みんな結婚したがるのは仕方ないかもね」

「やだ〜〜！　やだやだやだ！！！」

　絶対結婚しない。見たこともない人となんて結婚するもんか。私はディランさんと結婚するんだ。

　……ううう。夜会で出会った異世界人さんが「異世界人は災いも招く」って言ってたけど、まさか自分が経験する羽目になるとは。あれはフラグだったのか……。

　いっぱいパーティーに出席したことで、「ここに結婚にちょうどいい異世界人います」って宣伝し回ってたってことでしょ。「ザクセン家はとりまキープで、他にも候補探してます」って言ってたってことでしょ。完全に婚活。

「私も気をつけるべきだったよ……。ミカの美しさは理解してたのに、自分だけのものだって信じ込んでた」

　ディランさんに謝られ、私はふるふると首を振った。

　ちゃんとディランさんは〝私の婚約者〟という立場を強調しながら、いろんな場所に出席してくれた。会場には一緒に登場。会場でたまに分かれることはあっても、退場も絶対一緒。どんなに忙しくとも、私のためにパーティーに出席してくれた。ディランさんに過失なんてない。

　問題は、ドロドロの政略結婚を追求してくる社交界と、私。

　自分がどれだけ市場価値があるのか、見誤った私の責任。墓穴。私だけの墓穴。もうやだ。

「諦めて、自分で掘った墓に埋まるか……」

　いや、今埋まるべきなのはこの手紙か。この大量の、結婚申し込み書か。

　私のつぶやきに、ディランさんが首を傾げた。この世界には、〝墓穴を掘る〟なんて言葉はないのだ。

「はああーーーー……」

　私は大きくため息をついて、テーブルに突っ伏した。テーブルいっぱいの乗せられていた結婚申し込み書が、ばらばらと床に落ちる。

　……どうしようか。

　ダメ元の結婚申し込みもあるけど、中にはしつこい人もいる。ザクセン家に匹敵する家柄からの申し出も、世界を揺るがす大国からの打診もある。

　このままどんどん事態が大きくなって、国際問題になったらどうしよう。外交取引まで発展したらどうしよう。私一人のために、ザクセン家を巻き込めない。

　思考回路がぐるんぐるん。パニック、狼狽、右往左往。

　ディランさんに見守られながら、テーブルのお手紙の海（別名墓場）に埋もれていたら、こんこんとお部屋がノックされた。

「……ディラン様」

　入ってきたのは一人のメイドちゃん。ここ最近の騒ぎで、皆さん忙しそう。大変申し訳ない。

　私の存在に気づかないままメイドちゃんはしずしずディランさんの元へとやってきて、お手紙の海に埋もれた私を発見した途端、びくうっと体をはねさせた。驚かせてごめん。おばけじゃないです。

「だ、大丈夫ですか？」

「……だいじょうぶ」

　かろうじて、か細い声でお返事してみる。しかし私はお手紙に埋もれたまま動かなかった。ペンを握った右手にも、全く力が入らない。

　そもそもなぜ私がお手紙に埋もれているのかといえば、せっせとお断りのお手紙を書いているからだ。この事態の大きさを考えると、ごくごくごくわずかな効果だとは思いつつも、直筆でお断りのお手紙を出させていただいている。

　焼け石に水だとはわかりつつも、数滴くらいは水を垂らしたい。自分で蒔いた種だもん。

「あ、新しいインク壺をお持ちしますか……？」

「ううん、ありがと。そっちのお仕事して……」

　私はひらひらと手を振って、心配するメイドちゃんの親切をありがたくも断った。

　この無謀とも言える業務により、おかげさまですっかり寝不足。私が問題を把握してから、約一週間ほど経ったけど正直ほとんど眠れていない。

　でもいいの。どうせベッドに入っても、ぐるぐる考えちゃうだけだから。パーティーなんて行かなければとか、そもそもアンジュー島にいかなければとか、過去の行動を振り返って、いちいち後悔する羽目になる。

　くそーー。私とディランさんの甘酸っぱいアンジュー島旅行の思い出が、すっかりずたずたに……！

　私はうがーっとやけくそな気分になりながら、しかしそれを原動力にして焼け石に水を垂らす行為を再開させた。

　まあ量が多すぎて、一通お手紙を書くごとに、二通届くみたいな状況なんですけど。ひとつ出したらお手紙ふたつ……。ポケット叩いたら増えるビスケットか。

「……それで、どうかした？」

　テーブルにかじりつき、ぐるぐるお手紙を書いている私を撫でながら、ディランさんがメイドちゃんに聞いた。気がつけば私は彼の膝の上に乗せられていて、もはや飼い猫のようになっていた。

　メイドちゃんは大量に持ってきたお手紙を、さっとディランさんに差し出した。ディランさんはすかさず封を開いて、素早く目に通していく。

　その横顔は、ディランさんには珍しく真顔。真剣で、厳しい表情。あまり見ない顔。

　多分お仕事中ならいくらでもしてる顔なんだと思う。私の前では、いつも優しい笑顔を浮かべてるってだけで。

　お手紙は何通もあったのに、ディランさんはあっという間に読み終えると、忙しそうに署名をしたり、お返事を書き始めた。お仕事モード。

　……このような事態に陥ったおかげで、当然ディランさんも大忙し。女王様とともに、国内外の様々な問い合わせに対応するため、昼夜問わず忙しそうに働いている。

　ああもうやだ。やだ。本当に申し訳ない。私がもうちょっと賢かったら、こんな風にはならなかったのかな。それともアンジュー島に行った時点で、詰んでたのかな。ディランさんに喚び出された時点で、こうなる運命だったのかな。神様ってひどい。やだ。ほんとにやだあ……。

　果たして何回目のため息になるのか。ディランさんの膝の上で、はあ〜〜っと魂ごと出ていきそうなため息をついていると、頭をよしよし撫でられた。

「ミカ」

「……はい」

　なんでしょうか。どっかに嫁げって話以外なら、なんでも聞きます。なんでもやります。許して。

　ディランさんは私と向き合うように抱き直すと、真正面から見つめてきた。

「ミカに聞きたいんだけど」

　私も泣きそうな顔をしながらも、まっすぐディランさんを見つめ返した。

「本当に一生私のそばにいてくれる？」

「いる」

「このまま待てば、私よりもっと良い結婚相手が見つかるかもしれないよ？」

「やだ。相手ディランさんじゃないもん」

　即答。断言。

　婚約旅行を経てわかった。私はディランさんがいい。このテーブルに積み上げられたお手紙の中には、ディランさんと同じくらい素敵でかっこいい男性もいると思う。

　どの国の人と結婚しようと、異世界人ってだけでちやほやされるだろうし、好意を寄せてもらえるかもしれない。

　でも私は、ディランさんがいい。

　旅行の前、私がまだ本当にディランさんを好きになりきれてないことをうっすら理解してて、それでも怒ったり焦ったりしないで、私の心の整理がつくまで待っててくれた。いろいろ思うことはあっただろうし、王子としての立場や重責も無視できるものではなかったはずなのに、そんな葛藤は全部自分の中にしまって、私にはずっと笑顔を向けてくれていた。それがどれだけすごいことなのか、王族としての勉強を始めた今ならわかる。

　同じことができる人は、きっと多くない。

　正直今だって、ディランさんが向けてくれるものと同じくらいの愛情を、ディランさんに返せているのかといえば、ちょっと自信はない。でもできる限りの愛情を注ぎたいと思っているのは、本当のきもち。

　だから私は、ここですぐに自分のきもちを言葉にする。変に曖昧にして、ディランさんを不安にさせたくないもん。

「……ありがと」

　私の素早い返事はちょっと意外だったみたい。ディランさんは一瞬驚いて、でもふふっと笑ってこめかみにキスしてきた。

　そうして私からペンを受け取ると、さらさらとなにかお手紙を書き始めた。さすがの完璧王子様。めっちゃ字が美しい。

「ミカの好きな色は白と、グリーン、ピンク？」

「え、うん……？」

　好きというか。似合う色がそのあたりの薄い色なので、なるべくそういう色を身につけるようにしているというか。女王様みたいな重みのある原色を着ると、完全に顔が負ける。

「好きな食べ物は、お肉とフルーツ、焼き菓子も好きだよね」

「う、うん」

　太るなと思いつつ、この世界のお料理がおいしくてついつい食べすぎてしまっている。お肉も好きだし、アンジュー島のシーフードも最高に好き。

　フルーツも好き。甘くて新鮮で好き。焼き菓子も好き。あとアイスクリームとサクサクしたパンと……、あとお茶もおいしい。

　食べ物がおいしい世界で良かった。毎日ご飯を食べる度に、幸せを感じているので。これがあんまりご飯がおいしくない世界だったら、幸せ半減だったよ！　……あれ、なんの話だっけ？

　首を傾げる私に対し、ディランさんはさらさら〜っと美しい字でお手紙を書き上げると、「母に見せてほしい」と言ってメイドちゃんに手渡した。

　メイドちゃんは頭を下げて、スタスタと早足でお部屋から出ていった。

　母ってことは、お手紙の送り先は女王様……？　女王様に、私の好物をお知らせ？　なんで……？

　ますます困惑する私に対し、なぜかディランさんはうれしそう。散らばったお手紙をささっとひとつにまとめると、急に椅子から立ち上がった。

　膝の上に乗っていた私は当然バランスを崩し、崩しきる前にディランさんに抱き上げられた。

　ちゅう、とこめかみにキスされる。

「明日から忙しくなると思う」

「そうなの？」

「申し訳ないけど、ミカも少し協力してくれる？」

「それは、もちろんいいけど……」

　ディランさんがやってほしいと言うのなら、なんでも喜んでやりますけど……。

「具体的になにをすればいいの？」

「まだわからないかな。細かいところはこれから決めるから」

　なるほど……？

　追加で説明されてもなお、首を傾げる私に対し、ディランさんはさらに補足。「大丈夫、特に難しいことはしないよ」と教えてくれた。

　いやはやますますわからない。しかしなぜか、ディランさんは笑ってた。めっちゃ楽しそう。

　ディランさん、意外といたずら好きなところあるよね。私がびっくりするってわかってて、急にキスしてきたり、「好きだよ」って囁いてきたりする。「ミカが顔を赤くするところが見たいんだよ」って言われたこともあるし。

　最初はかっこいい完璧な男性というイメージだったけど、親しくなってからはそういう遊び心みたいな部分も見えてきたような……。

　ってところまで考えて、私ははっと我に返った。

「……ディランさん？」

　私を抱き上げていたディランさんが、なぜかどこかに移動し始めていた。私をお姫様抱っこした状態で、面倒なお手紙たちが積み上げられた書斎をはなれ、住まいの奥の方へと移動していた。

　私たちが住まうお部屋は、当たり前だけど広い。王宮の一部がまるごとディランさんと私の住まいになっていて、ここだけでひとつのお屋敷みたいだった。ディランさんの書斎とか、私の衣装部屋とか、それぞれ用途に従ってたくさんのお部屋が用意されている。

　そんな数々のお部屋を通り抜け、ディランさんが向かった先は……、寝室？

　あれ、まだお昼じゃないの？　寝るの？

　ディランさんはそのまま私をベッドの上に置いた。ディランさんも同じくベッドに上がってきた。私に覆いかぶさるような、私を逃さなくするような、そんな意図の感じる姿勢だった。あれ……？

　ディランさんの人差し指が、私の目元を撫でる。

「最近、眠れてないんだって？」

「え」

「ずっと夜中まで起きてるって聞いたけど」

　この騒動で、ディランさんは結構な頻度家にいない。いやもちろん王宮にいるんだけど、呼び出されたり仕事が長引いたりなんだりして、王宮の別の部屋で休むこともあった。

　だから私は一人でベッドに入るんだけど、ディランさんがいないからか、それともこの騒動のストレスか、なかなか寝付くことができない。結局お断りのお手紙を書いて、夜の時間を潰している。

　眠れないからお手紙を書いてるのか、手紙を書くから眠れないのか、その真偽は不明。でもディランさんとしてはどっちみち不満らしい。だめらしい。

「夜ふかしなんて悪い子だなあ」

　ディランさんだって、夜ふかししてるのに……っ。夜までお仕事してるのに……っ！

　しかし私の抗議の念は実らず、ディランさんはお仕置きのように私の首をかぷっとかじった。

「あっ」

　そうして私が怯むと、ささっとドレスを脱がし始めた。ちょっと。

　ディランさんの肩を押すものの、大きなディランさんの体をどかせるわけもなく。

「……んっ」

　逆に胸にキスされて、思わず声が出てしまう。ディランさんはすりすりと私の体全身を撫で、キスすると、また顔に戻ってきて、唇にキスしてきた。首とか耳とかにも、キス。いわゆる、おねだりのキス。

　私はきゅっと目を閉じて、抵抗の意を示した。やだ。絶対ながされない。だめ。まだひる。やだ。

「あっ……」

　むり。きもちいい。

　ディランさんに触られると、勝手に体がゾクゾクしちゃう。ふわふわと胸を揉まれて、キスされて、ディランさんにねだられること自体に、勝手に体が反応しちゃう。

　え、まって。がんばれ私。流されるな私。

　ディランさんにぐるっと背中を向けて、さらなる抵抗を図るけど、逆に胸を触りやすくしてしまったような……。

「んぅ……っ」

　危惧した通り、ディランさんは背中から私に覆いかぶさると、両方の手で私の胸を包み込んだ。きゅっと乳首をつままれて、思わず足が内股になる。ぐりぐりされるの、だめだって……。

　お尻に押し付けられるのは、ディランさんの固いもの。服越しにぐーっと押し付けられて、うそって思ったけど、それはすぐに引いていった。

「あ……っ」

　ほっとしたような、どこか残念に思うような、なんか変な感覚。ディランさんのえっち。

　ディランさんはしばらくキスを繰り返し、私の下着にも手を入れて指でかき混ぜて、十分に濡れ始めたら、その下着も脱がしてしまった。

「……あぁぁ」

　そうして自身に手を添えると、後ろからぐーっと挿れてきた。

「あっ、あっあっ」

　挿れたと同時に、すぐに揺さぶられる。私の腰に手を添えて、前後にゆさゆさと出し入れを繰り返された。

「あ〜〜……っ」

　まって。いつもより短いエッチなのに、めちゃくちゃきもちいいんだけど。ラフに揺さぶられるのが、めちゃくちゃきもちいいんだけど。

　まだとろけきってない穴は、狭くて濡れてなくて。でもできるくらいには濡れてて。

　なんかそれが、変に刺激になってて。奥を突かれるとほのかに違和感はあるけれど、全然痛くないというか。甘酸っぱいというか。

　いつもはとろとろになるまで指や舌で触られるのに、今日は違うから……。

　ディランさんのものだけで、開かされてる感じが、なんか、すごく……。すごく……。

「…………いく」

　そうして、私は負けた。完全敗北した。流された。

　私の体を知り尽くしたディランさんの、絶妙な角度と動き方だった。あとこれだけ有無言わさずベッドに連れてきたディランさんが、私の体を愛おしそうにきゅっと抱きしめてきたのが決め手だった。

「……〜〜っ！」

　そうして私はイッた。いつもよりも鋭くて、しびれるような絶頂だった。

「あ……、ああ……、あぁ」

　あ、足ガクガクする。頭ぐらぐらする。

　動きが激しかったから、酔っちゃったのかな。きもちいい。あたま、ふわふわする。

　ディランさんの出したものが、とろって足の間を伝うのがわかる。

「一緒に寝よう。私も眠れてないから」

　ディランさんにぎゅっとされた。ベッドに倒されて、優しく頭を撫でられた。キスもされた。

「おやすみ」

　まるで童話に出てくるかのような、王子様の愛おしげなキス。私はどんどん遠ざかっていく意識の中、ディランさんの手をギュッと握った。ディランさんは嬉しそうにほほえんで、また私にキスをして──。

　そうして、寝ました。気づいたら寝てました。爆睡。

　ここ最近眠れてなかったのが嘘みたいな、超長時間爆睡。ディランさんの体温がきもちよすぎて、安心しすぎて、もう泥のように眠ってしまった。

　……さすが、ディランさん。私の寝かしつけが上手すぎる。







　ディランさんが言った通り、翌日から急に多忙になった。

　久々の快眠とディランさんの愛情で、ぴっかぴかになったお肌に喜んでいたら、突如メイドちゃんたちが押し寄せてきた。

「お体お借りします……!!」と言って体中あちこち測られたり、「ますますおきれいにさせていただきます!!」と言ってマッサージされたり、いろんなもの塗りたくられたり、ありとあらゆる様々な美容法を実行された。

　全身もみくちゃにされてくったくたになっていると、今度は宝石商がやってきて、好きな宝石やアクセサリーを選ばされたり、仕立て屋さんがやってきたと思ったら、好きな靴を選ぶように言われたり、いろんなドレスを試着させられた。

　メイドちゃんたち（と宝石商さんと仕立て屋さんたち）は私がなにか身につける度に、拍手喝采。「なんておきれいなんでしょうか……」と感動の涙を流す人さえいた。太鼓持ちがすぎる。

　そんな感じで、これを買ったりあれを買ったり、みんなに言われるまま美容とお衣装に時間を費やされ、たまーに女王様がやってきて「ねえ、お城いる？」って、まるでお菓子でも勧めるようなノリでお城を譲られそうになってお断り申し上げたりして、私はしばらく忙しく過ごした。

　なんだこれ。忙しくなるって、こういうこと？　この世界に来たときと同じお姫様生活が再開されるよって意味？

　私は疑問を抱きつつも、しかしディランさんも女王様も普段通りに過ごしていたので、私も普段通りに過ごすことになり……。お手紙返信作業も「自筆は余計に惚れられるからダメ」とディランさんに禁じられつつ……。

　これでどうやって問題解決するんだろうと疑問に思いながら日々を過ごし……。

　──しかしその真相は、すぐに明らかになった。




　非常に美しい日。

　晴れやかな太陽の光が庭園に降り注ぎ、花々が美しく咲き乱れる日。小鳥がきもちよさそうに空を泳ぎ、耳をすませば噴水の水音や爽やかな風の声が聞こえてくる、そんな見事に美しい日。

　豪華絢爛な王宮の、最も大きく豪華な広間。そこにはたくさんの人々が集まっていた。

　振る舞われたワインがおいしいのか、それとも王宮のあまりの美しさに感化されたのか、集まった人々はみな上機嫌。明るい声で言葉を交わし、あちこちから笑い声が聞こえてくる。

　美しい会合を演出する会場には見事な装飾が施され、メインカラーの白は爽やかな印象を、差し色のグリーンとピンクはこの格式の高い集まりに、開放的で朗らかな印象を与えていた。

　用意された食事も非常に豪華。この国の名産と、旬の食材をふんだんに盛り込んだ肉料理は、国一番の料理人が手掛けたものであり、その味は名声轟くザクセン家の名に恥じぬもの。

　様々な国から集められた色とりどりの果物は会場を華やかにすることはもちろん、味で人々を楽しませ、もしくはカクテルに姿を変え、会場を見事に彩っていた。




　──その会場の端っこ。一番の端っこ。

　会場の壁に沿うように置かれた大きなソファの上で、私はくたばりかけていた。

　率直に言って死にかけ。心臓の危機。

「ミカ」

　隣に座るのは、もちろん婚約者のディランさん（パーティー仕様）。いつも以上にきらっきらで、いつも以上にかっこいい、私が愛してやまない姿。

　しかし、なにもディランさんのこの格好のせいで、私は死にかけているわけではない。

　アンジュー島の経験を経て、ディランさんのかっこよさにはもう慣れた。ぎり慣れた。何メートル先であろうと、近くを通り過ぎたら勝手に目で追っちゃうけど、でも絶対死ぬほどじゃない。せいぜい半分死ぬ程度で済む。理由はあれだ。

「なにか食べる？」

　ディランさんが、すごいから。ディランさんから放たれる愛情オーラが、いつにも増してすごいから。

　好きだよってきもちをとんでもない濃度にして、そのまま私にぶつけてくるから。濃縮タイプだとすれば、多分『百倍に薄めてください』って書いてあるに違いない。

　朝からずーっと手をつないで、ずーっとキスして、ずーっと一緒に座ってる。ずーっと一緒にいる。

　おかしいなあ。王宮って広いはずなのに、めっちゃディランさん近いなあ。もしかして延床面積一平米で暮らし始めたのかなあ。

　私に果物を勧めるディランさんの目は、とっても温かい。ぬくもりにあふれ、世界で最も大切にしている存在に対し、なんでもあげたいと思っていそうな目。

　ディランさんの愛情に飲み込まれ、一切なにも言えなくなっている私に不満を抱く様子はなく。むしろうつむいた私に視線を合わせるように、自分まで身をかがめ、私の顔を覗き込んだ。

　美しい青の目に、私の顔が映り込む。固まった私のおでこに、ディランさんのおでこがこつんとぶつかった。そして、一言。

「……好きだよ」

　死。ふつうに死。

　拳銃で撃たれたかのような衝撃が心臓を突き抜けて、私はソファに突っ伏した。（って思ったけど途中でディランさんが受け止めて、ディランさんに倒れ込むことになった。死んだ）

　うう……。いたい。心臓が。私の大事な心臓が。

　この心臓に限界を感じ、当初は婚約旅行に行くことさえためらったというのに、ここに来てさらにとんでもない負荷をかけられていた。フルマラソン選手でも、きっとここまでの負荷は与えられてないに違いない。

　しかしそのおかげか、誰も私に声をかけてこない。

　アンジュー島で知り合った人たちは声をかけてくるけど、それも簡単な挨拶くらい。それも私たち二人を褒め称える旨の内容で、それ以外の話題を出す人……、つまり私個人に対して関わろうとする人は皆無。勝手に私の名前を親しげに呼び、自分たちの集まりに誘ってきたり、自国の財産や権力を誇示する者は誰もいない。

　こちらの様子をうかがう視線は感じるけれど、私が離席する様子がないことや、ディランさんとずっと一緒にいることで、声をかけるタイミングを失っているようだった。

　つまり、そういうこと。

　名付けて『ディランさんと私主催のパーティーを開催し、らぶらぶなところを見せつけて戦意喪失させよう作戦』。

　なにそれ。正攻法とは。

　確かにみんなを呼びつけて、仲いいところを見せつければ、誰も結婚なんて申し込んでこないかもしれないけど。確かに天下のザクセン家の王子様が、婚約者に溺愛しまくってる様子を見せれば、誰も奪おうとはしてこないかもしれないけど。

「先に私が死ぬ……」

　作戦が終わる前に、こっちの心臓が終わりを告げる。

　……だから急に私のドレスを作ったのか。だから自分磨きをさせられたり、アクセサリー選んだりしたわけか……。

　好きな色を確認されたり、好物を聞かれたのも、すべては会場のコーディーネートを決めるためだったのか。なるほどお……。

　ちなみに作戦名での『ディランさんと私主催のパーティーを開催し、』までがディランさん発案で、『らぶらぶなところを見せつけて戦意喪失させよう』までが女王様の発案らしい。

　最初ディランさんは私と共同でパーティーを主催することで、立場や考えを明確にしようと思ったみたいなんだけど、女王様の「せっかくなら、らぶらぶしたら？」の一言でそのような方向も導入することになったのだとか。らしい。らしすぎる……。その突拍子もなさが、女王様すぎる。

　ちなみにそのらぶらぶ作戦の導入は、今日の朝が決まった。

　朝、パーティーの準備をしていたら、突如女王様がやってきて「やっぱり野郎どもはぶちのめしたほうがいいと思うのよ！！！」って物騒なことを言われた。

　話の筋が全く読めなかった私はひたすら首を傾げるだけ。代わりにディランさんが女王様と会話を交わしていた。

　そうして無事に準備を終えて会場に来たところ……、ディランさんがこうなったという流れ。

　私のドレスを褒め倒し、ずーっと手をつなぎ、人目を盗んではひっきりなしにキスしてくる。当然私は死ぬ。

　女王様の突拍子もない作戦に、ディランさんまで乗ったことを考えると、意外とディランさんも怒ってるのかもしれない。自分を差し置いて、婚約者に結婚を申し込んでくる人たちに、一度私たちの関係を示してやりたいと思ってたのかも。

　……それかもう女王様の作戦とか関係なく、ディランさんの素か。なんかそんな気もしてきた。

　普通、演技だけでこんな全身から「好きだよ」オーラ垂れ流せないもん。顔から目から体から、私を愛してるきもちしか伝わってこない。

　グラスを取れば、それは私の飲み物。立ち上がれば、私に腕を差し出して。目を閉じるときは、私へ甘酸っぱい恋のキス。もはや愛の伝道師かなにか。

　……うん。やっぱり素なのかも。

　ただ今までは私が恥ずかしがるからおさえていただけで、今はおさえる必要がないから、愛したいだけ愛しまくってるだけなのかも。

　この世界に来た当初から、ものすごく私を愛してくれていて、アンジュー島でもう一段階愛情表現に磨きがかかったけど、ここにきてまさか新しい形態を用意してると思わなかった。おそろしき第三形態。

　……でもまあ、いいか。私、なんでもするって言ったし。ディランさんと結婚するためなら、なんでもするし。

　今だって一歩間違えれば、他国に嫁ぐことになるかもしれないのだ。ディランさんと結婚できるのなら、私の心臓のひとつやふたつ、みっつくらい犠牲になっても安上がり……。

　ってところまで考えて、私はふと気づいた。

「ミカ」

　ディランさんの手のひらが、考え事に没頭する私を優しく撫でていた。私はゆっくり顔を上げ、ディランさんと目を合わせる。いつもの、私を愛おしく思ってそうな優しい目。

「これから長くなるから、なにか口にしてほしい」

　私がずっと考え事をしていたせいで、何度も名前を呼ばせちゃったみたい。

　私がこくんと頷けば、ディランさんはすぐに立ち上がって、軽食を用意するようメイドちゃんにお願いしに行った。

　今日は私が主催だから、用意されてるものは全部私の好物のはず。アンジュー島ではいつも人様のパーティーに参加してたから、自分が主催ってなんか新鮮。まあ細かい段取りなんかは、全部ディランさんが決めたんだけど……。

「ありがと」

　そう思いながら、メイドちゃんの元へ向かうディランさんの背中を見送って……、ぴたっと止まった。立派な身なりの男性が、私に近づいてきていた。

「ミカ様、お久しぶりです」

　えーと誰だっけ。めっちゃ見覚えがある。えっとえーっと。

　私は焦りながらとっさにご挨拶し返そうとして……。

「やあ辺境伯、アンジュー島ぶりかな」

　ディランさんに先を越された。戻るの早いね。

　ディランさんはにこにこ笑顔を浮かべたまま、私の隣に座り直した。そして私の手を取った。ぎゅうっと膝の上で手をつなぐ。密着。

　私はぴたっと固まった。

「ミカはチーズとフルーツ、どちらの盛り合わせが良かった？」

「ど、どっちでも構いませ……」

「そう思って両方用意させたよ。これから忙しいだろうから、少しだけでも食べて。私のミカ」

　ディランさんは妙に色っぽい声で私に耳打ちすると、辺境伯へと顔を向けた。非常に上品なほほえみを浮かべていた。

　ディランさんからすれば、社交場の堅苦しい挨拶も日常会話のようなもの。私の肩に腕を回し、ぎゅうぎゅうに抱きしめ、「我が愛しの妻カーマはどう思う？」と私にも話を振れば、勝手に会話の花が咲く。一切合切失礼のない、完璧な対応。

　会話の内容から、この辺境伯が私に求婚のお手紙を出した数ある王侯貴族のうちの一人だと気づいたものの、もうその頃には決着がついていた。

「お二人にご挨拶できてよかったです」

　色々察した辺境伯が、撤退の意を表明していた。

　お互い笑顔を崩さないのが、なんともスマートな貴族感のやり取りすぎる。

　遠ざかっていく辺境伯の後ろ姿に、思わずはーっと息を吐いた。緊張したあ……。

「ど、どうかした？」

「いや……」

　なにか食べるという話だったのに、ディランさんはなにかに吸い込まれるように私を見つめ続けている。そのうち、ゆっくりと私に近づいてきた。

「……いい？」

　ディランさん、キスしたくなっちゃったみたい。まるでねだるように体をくっつけて、顔も近づけて、私に目を閉じるように催促してきた。

　諦めて目を閉じた私の唇が、ふわっと潰れる。ディランさんの体温が、唇越しにじわっと染みた。

　ううう。はずかしい。はずかしいけど、ダメとは言えない……。

　こんなところでキスやだよとか、ご飯食べる話じゃなかったのとか、いろいろ思うのに優しいキスには抗えない。

　いつからこんなディランさんに、よわよわになってしまったのか。

　良かったディランさんが素敵な男性で。これが詐欺師とか、悪い人だったら、私は身ぐるみ剥がされていたに違いない。頂戴って言われたら、お家にあるもの全部渡しちゃいそうだもん。

「私、ディランさんの言うことなら全部はいって言っちゃいそう……」

　そんな血迷ったことを言えば、ディランさんはふふっと笑って私にチーズの盛り合わせを渡してくれた。すっぽり包み込むようにぎゅうっと抱き込まれる。

「じゃあ、これから私がなにを言ってもはいって言ってくれる？」

「いう……」

　言います。いう。ぜったいいう。

　もうすっかり骨抜き。骨どころか足腰全部抜けてるレベルで、ふにゃふにゃディランさんに寄りかかっていると、会場の中央からグラスを鳴らす音が響いた。

　にぎやかだった会場は静まり返り、人々の視線は中央と注がれる。

　そこに立つのは、女王様。本日も大変美しく気高く、この国を統べるのにふさわしいお方。

　お話の出だしは、今日の素晴らしい天候についてと、国内外から集まってくれた賓客たちへのお礼。準備をしてくれた使用人さんたちへのねぎらいの言葉。

　さすが長年国を治めてきた経験があるからか、決して大きな声ではないのに、みんな静かに耳を傾けていた。

「我がカーマを失ってから、長い時が経ちました。あの日のことは忘れようもありませんが、皆様の尽力のおかげで私が即位してからも我が国は繁栄を極めました。私の治世において、幸いにも大きな成果をいくつか上げ、国内外から強い賛同を頂いておりますが、しかし仮の立場であることは代わりありません。私はあくまで先王のカーマであり、ザクセン家の本流を担う者ではないからです」

　私はドキドキしながら、女王様のお話を聞いていた。その緊張が伝わったのか、ディランさんに優しく背中を撫でられた。

　こわばっていたから体から、少しだけ力が抜ける。ふーっと息を吐いて緊張を和らげた。大丈夫。だいじょうぶ……。

「神は我がザクセン家に、正統な後継者とそのカーマを与えてくださいました。これまで多くの困難がありましたが、古来より続く英俊豪傑なザクセン家の姿を取り戻すべきは、今このときかと存じます」

　女王様がゆっくりと立ち上がる。賓客が見守る中、その長い王笏を会場の端へ向けた。

　つまり私たちに、王笏という王権の象徴を差し向けていた。

「ここに我が王子ディランと、そのカーマを紹介いたします。皆様方の、まごうことなき国王とその王妃になる者です」

　どうしてディランさん自ら、このパーティーを準備したのか。ディランさんだけでなく、私の名前も連ねたのか。

　招かれた賓客は国内外問わず膨大な数に上り、王宮の一部は市民にまで開放され、ディランさんと私の名前でワインや食事が振る舞われている。女王様ではなく、我々の名前で。

　つまり、そういうこと。

　この場で我が国の後継者とそのカーマを紹介すれば、一連の騒ぎは収まるはず。

　ディランさんが私に、一生そばにいてくれるのか再三確認したのは、これを実行すればもう後戻りできなくなるから。私は公の場で、ザクセン家の王位後継者のカーマとして明らかにされ、もうその身分はただの異世界人じゃなくなる。

　私はザクセン家が抱える〝かわいいお姫様〟ではなくなり、〝未来の王妃様〟になるのだ。

　もちろん緊張する。これからのことを考えると、重責に押しつぶされそうになる。でもやることは、これまでと変わらないはず。たくさん勉強してきたし、これからも勉強する。わかんないことがあれば、私の運命の王子様カーマが教えてくれるから、大丈夫。

　私はディランさんの妻になるだけ。ただそれだけ。

「ミカ」

　ディランさんに差し出された手を取って、私はソファから立ち上がった。紹介していただいた女王様の元へ、二人一緒に歩いていく。

　この玉座に続く階段を登りきり、改めて女王様に紹介されれば、本日の仕事は終了。

　あとは適当に会場で過ごし、お招きした皆様にご挨拶すれば終わりのはず……。

　が、その途中。階段中央の踊り場で、なぜかディランさんが立ち止まった。まさしく階段ど真ん中。女王様のちょうど真下。

　ディランさんの肘を支えにしていたので、自然と私の足も止まる。後継者とそのカーマの突然の行動に、賓客たちから一斉に注目を浴びるのがわかった。

「ミカの世界の話を、メイドたちから少し聞いたんだけど……」

　うろたえる私に、ディランさんがぼそっと言う。

「そちらの世界では、こうやって結婚を申し込むんだってね」

　突然、ディランさんの手がはなれた。銀髪がふわっと揺れたと思ったら、あっという間に足元にそれが見えた。

　つまりディランさんが、私に向かってひざまずいていた。固まった私の手を取って、その手の甲にキスを落とす。

「我が妻カーマに、一生の愛を捧げることを誓います」

　ディランさんが取り出したのは、小さな指輪。この世界の人たちから言わせれば、細くて小さな私の指でも入る大きさの指輪。

　ディランさんはそれを携えて、私の左手薬指にキスをした。

「私と結婚してくれる？」

　なにこれプロポーズ？　ぜんぜん聞いてない。わかんない。しらない。

　ディランさんは私に向かって柔らかくほほえんでいた。そうしてねだるように、私の指を触れた。左手薬指をすりすりと優しく撫でている。

　私はぎゅっと目を閉じる。恥ずかしくて恥ずかしくて、会場を直視できなかった。

　でも言った。半ばやけくそだった。

「……は、はい」

　顔があつい。めちゃくちゃあつい。

　いま人生で、一番恥ずかしい経験をしてるかも。さっきディランさんが「私がなにを言ってもはいって言って」って言ってたのは、そういうこと？

　顔を合わせて直接相手に想いを告げるという、この世界じゃ誰もしない、結婚の申し出プロポーズをするから、はいって答えてってこと？

「……し、します。喜んで、ディランさんと結婚します……」

　なにそれずるい。ディランさんずるい。なんで教えてくれないの。おかげで消えてなくなりたいくらい恥ずかしい。

「ありがとう」

　私の返事にディランさんは嬉しそうに笑って、指輪をはめてくれた。




　我々のやり取りを眺めていた客人たちは、しばらく沈黙していたが、そのうちぱらぱらと手を叩き始めた。

　最初はまばらだった拍手が、徐々に大きくなっていく。今のやり取りが、異世界風の結婚の約束だったことを観衆が理解し始めていた。

　そして同時にこの異世界人が、ディラン王子の妻カーマになることも、認識していた。私はこの瞬間、利用価値の高い、未婚の異世界人ではなくなったのだ。

「これでようやく、本当の夫婦になれるかな」

　ディランさんは立ち上がると、恥ずかしすぎて今にも泣きそうな私の顔を覗き込んだ。

　そうして目元に溜まった涙を、指で拭って取ってくれる。唇をちょこんとくっつけるだけの、ご機嫌取りのようなキスもされた。

「なんで教えてくれなかったの……」

「だめ？」

「だめ」

　なぜかディランさんはにやにやしてた。また泣きそうになってる私の顔を覗き込んでは、楽しそうに笑みを浮かべていた。

「だってミカ、緊張しちゃいそうだから」

「する、けど……」

「逃したくなかったし」

「逃げないもん……」

　拗ねたような私の返事に、ディランさんはますます笑う。ぎゅーっと私を抱きしめて、女王様の元へと連れて行ってくれる。

　ほらほらやっぱりいたずら好き。私を驚かせたり、ちょっと困らせるのが好き。世界で一番私に優しくて、世界で一番私に尽くしてくれるけど、なぜか意地悪するのも好き。

　女王様に紹介されているとき、ディランさんが誰にも聞こえないくらいの小さな声でぼそっと言った。

「ごめんね」

　ずるい。あーずるい。

　謝れば、私がなんでも許してくれると思ってる。なにしてもぎゅって抱きしめて謝っちゃえば、私がしぶしぶ許してくれると思ってる。実際、許しちゃう。

　ディランさんが大好きだから、全部いいよって言っちゃう。

　にらみつけるきもちで、ディランさんの方に顔を向けてみたけど、ディランさんはふっとほほえむだけだった。「怒ってもかわいいね」って、私の頭にキスするだけ。

　……ずるい。




　──こうして、結婚申し込み問題は解決した。

　女王様から王位継承の意向と、継承者のカーマの存在が明らかにされ、無数の賓客の拍手によって了知された。

　こんな『らぶらぶを見せつけてみんな消し飛ばす作戦』なんて効果あるのかと疑ってたけど、実際本当に効果があった。

　それまでひっきりなしに届いていた縁談のお手紙がぴたりと届かなくなった。本当に本当に、一通も届かなくなった。

　道中に報を耳にした外国の使者などは、母国のためを思って、携えていた申し出の手紙を燃やしてしまうほどだったとか。

　なんという、絶大な効果。なんという絶大な影響力。

　たくさんの国々や人々と関わる王室という世界において、〝知らしめる〟という行為は、何事も大切なことらしい。

　おかげ様で私はすっかり上機嫌。すっかり元気。

　ディランさんの突然のプロポーズに爆発して死にそうになってたというのに、翌日から届かなくなったお手紙を見て、私は大喜び。「ディランさんありがとう！」ってディランさんをぎゅうぎゅう抱きしめて、「女王様ありがとうございます!!」って女王様にもお礼しに言った。（女王様にはうっかり湖プレゼントされそうになった。断った）

　いいの私現金だから。現実に問題がなければ、それでいいの。広くて寝心地の良いベッドに、おいしいご飯。きれいな靴。そしてなにより、かっこいい旦那様。

　文句なし！　一切なし！！！

　アンジュー島から帰国して以降の、怒涛の騒動。すっかり疲れた私は、爆睡した。三日くらいの爆睡。

　久々に穏やかなきもちになれたので、これまで眠れなかった分を取り戻す必要があった。

　眠り姫になる勢いで自室に引きこもるお姫様に、メイドちゃんたちは大いに心配したようだったけど、旦那様は別。「寝たいなら寝かせておけばいいよ」と言って、そっとしておいてくれた。

　ディランさんはディランさんで、急に忙しくなり家（というか王宮の一部の私たちの住まい）を空けることが増えた。

　これまでも王子様として忙しかったけど、公の場で後継者として指名されたので、今の立場は次期国王。即位まで秒読み。

　これまで女王様が担ってきた公務もこなすことになり、慣れるまでしばらく忙しいのだとか。

　そしてなにより、戴冠式の準備がディランさんを忙しくさせていた。ザクセン家の当主として、国内外に王位継承を知らしめるのはもちろん、その戴冠式に私との結婚式と、私の王妃即位の儀が同時に執り行われるから、それはもう膨大で莫大で、大変な準備が必要なのだとか。

　私ももちろんお手伝い。お手伝いというか、儀式を受ける張本人になる場面もあるので、しっかり真面目に準備中。

　ディランさんの王笏、めちゃくちゃかっこいいんだよね。ベルベットのマントとか、ほんとに惚れ惚れしちゃうんだよ。

　戴冠式の準備ではなく、ただただ「自分の夫のかっこいい姿を眺めているだけじゃないか」という心が痛い指摘は、「はい。確かに事実でございます」と王妃風の礼儀正しい返答をしておくことにする。




　──そうして、しばらく。

　ザクセン家のお姫様改め、ザクセン家未来の王妃様は、珍しくテーブルに着席し、黙々と作業をしていた。

「ミカ様……」

　それをなにか言いたげに見守るのは、我が王宮のメイドちゃん。

「姫様じゃなくて名前で呼んでほしい」とお願いした結果、最近はみんな名前で呼んでくれるようになった。

「本当に、お返事を書かれるので……？」

「え、だめ？」

「だめでは、ないですが……」

　心配そうな視線の中、私は再び手元に視線を落とした。

　さらさらとガラスペンで書いていくのは、異国へのお手紙。今回の一件で頂いたもろもろのお手紙に、お返事を書いていた。

　……いやだってさ、人づてには聞いたかもしれないけど、やっぱり直接連絡を頂いたからには、直接お返事を書くのが筋だと思うの。

　そりゃあ名門ザクセン家ならあのパーティーと女王様の宣言で、世界中に自分たちの考えを伝えられるかもしれないけど、私個人はまた別。

　大半のお手紙は形式張った家と家の縁談の打診だったけど、中には真摯なきもちでお手紙を書いてくれた人もいる。

　そういう人には、自分でお断りのお手紙を出すのが、誠実な対応だと思うのだ。

　なのでお手紙は出す。頑張って出す。そりゃあ量がたくさんあるかもしれないけど、一枚一枚こつこつやればどうにか……。

　お手紙書いてるときに、さりげなくメイドちゃんたちが用意してくれるクッキーとかお茶も、正直ちょっと目当てだし。いるいらないさえ確認しない、メイドちゃんの気遣いが好き。クッキーも好き。サクサク。

「ミカ様……」

　って思考が食欲に方向へ傾いたところで、メイドちゃんがつんつんと私の袖を引っ張った。

　以前は恐れ多いと、着替えやお化粧以外ではめったに触れてくれなかったのに、最近はこういった感じで親しげに接してくれる。うれしい。

「ミカ様、あのですね……」

　しかし私は鈍いので、メイドちゃんが数回触れただけでは全く気づかなかった。メイドちゃんのせっかくのジェスチャーもスルー。黙々とお手紙を書き進めるだけ。

　一方長年この王宮に勤めるメイドちゃんたちは、勘が鋭かった。

　多忙を極める我が国の王族たち。王宮の人の出入りは激しく、奉仕しなければならない王族や高位の貴族がひっきりになしにやってくる。

　それらの全員の需要を把握し、抜かりなく対応するのが使用人の役目。主人が必要なものを口にする前に、その場に用意するのが役目。

　ときには遠くからやってくる馬車の音や、馬のいななきひとつで、誰が帰ってきたのか把握する。

　そういう卓越した技術により、メイドちゃんたちはすでに気づいていた。王宮の外のざわつきの度合いで、どこの誰がどうなっているのか、感づいていた。

　一方私はまだぺーぺー。「なんかメイドちゃん言ってるなあ」って思いながら、目の前の作業に没頭。

　メイドちゃんは二人の仲を邪魔してまで未来の王妃を救うか、それとも長年仕えてきた心優しい主のために動くか、そのふたつを天秤にかけて……、後者を選んだ。賢明な判断であった。

　彼女たちはいつまでも気づいてくれない未来の王妃様を諦める見捨てることにして、すうっと影のようにお部屋から消えていった。食事に掃除に、お衣装の準備と、我が主たちは優しいとはいえ、やることは多いのである。賢明な判断。

　一方ド間抜けな私は「なんかメイドちゃん消えたなあ。忙しそうだなあ……」とド間抜けなことを思いながら、ガラスペンにインクを浸し……。

「ミカ」

　愛しの旦那様が扉から現れたことでようやく、状況に気づいた。

　扉に寄りかかるディランさんの顔は超セクシー。初めて会ったときよりちょっとだけ髪が伸びたせいか、ディランさんのかっこよさに拍車がかかっていた。

　優しく美しい王子様という印象はそのままに、どこかに芯の強さや、精悍さも感じることができて、国を背負う国王としての日々が特有のオーラを生み出しているに違いない。

　全くもう、見るだけで惚れ惚れしてしまう。ため息が出てしまう。

　目にかかった柔らかそうな銀髪も、脱ぎかけのマントも、どれもこれも大変かっこいい。忙しい日々を過ごしているのに、どうしてこんなに優雅なのか。

「お、お、お久しぶりです……？」

　しかし私は、素直に喜べなかった。テーブル、お手紙、クッキー、お茶。ガラスペンに書きかけの手紙。もはや言い訳はできない。

　ディランさんの視線も、じーっと私の手元に注がれていた。まずい。まずいまずいまずい。

「ミカ」

「はい」

「そのペン置いて」

　ペンを置いた。

「両手上げて」

　手も上げた。

「そのまま動かないで」

　動きません。

「……んぅ」

　そうして私はキスされた。

　両手を上げて強盗に遭遇したような格好をしながら、足早に近づいてきたディランさんに、がぶっとキスされた。

「ん……っ、……んぅ」

　わりと、濃い目のキス。口の中までがぶがぶされる、ちょっといじめるようなキス。

　鼻までかぷっとかじられて、思わずへんな声が出た。

「私に手紙は書いてくれないのに」

「だってディランさん、すぐ会えるし……」

「私は送ってるよ？」

　ううう。正論すぎてなにも言えない。

　でも私はディランさんみたいな、詩的でかっこいいラブレターなんてうまく書けない。書こうとしても、最初の二行くらいで止まって便箋をしまう日々が続いている。

　お断りのお手紙なら簡単だけど、ディランさんへの感謝とか想いとか、そういう難しい内容はやっぱり手が止まっちゃう。この莫大なきもち、どうやったら表現できるわけ。ディランさんみたいに、うまく言葉に落とし込めない。

「異世界人の直筆の手紙なんて……、売りに出されたらどうするの」

　そんなアイドルみたいな……。いくら異世界人だからって、売れるほどの需要な……。

「……ンッ」

　ってところまで考えて、私は体をはねさせた。ディランさんの手が私のドレスに伸びていた。

「す、するの……？」

「だめ？」

「……ダメじゃ、ないけど」

　ダメじゃないけど、ダメな気がする。いやだってここ書斎だもん。ディランさんがお仕事するところでは。たまーに私も仕事するところでは。

　そんなところで、こんなことするのは、良くないような気も……。

「……っ」

　ってところで私の思考は中断した。

　ディランさんの手がスカートの中まで入り、なんなら下着にまで伸びていた。

「ディランさ……」

　困った声で呼んだら、ディランさんがこっちを向いた。でも優しそうにほほえむだけで、なにも言わない。キスはくれるけど、なにも言わない。……あ、これ許してもらえないやつ。

「自分で持てる？」

　沈黙して数秒。ようやく開かれたディランさんの口から出た言葉に、私はばっと顔を赤くした。

　固まってしまった愛しのカーマに、ディランさんは容赦しない。私の手にドレスの裾を押し付けて、ねだるように首にキスしてくる。

「ミカ」

　なんという、エッチな声。耳にするだけで、腰が抜けてしまいそうな声。

「お願い」

　魅惑の囁きに、私はとうとう降参する。ふにゃふにゃに腰を抜かしそうになりながら、おずおずドレスをたくし上げた。

　あらわになった私の下着に、ディランさんの指が伸びる。

「んぅ……」

　最初は、表面を撫でるだけ。すりすりと優しく撫でながら、ちゃんと言うことを聞いた私に褒めるようなキスをいっぱい送るあ。

「……んっ、……んぅ」

　私が慣れてきたら、次は爪を立てる。下着の内側にあるものの形をなぞるように、すりすりかりかり、ゆっくり触れた。

「あ、あっ……」

　さらに慣れたら、またもう一歩先に進む。下着越しでもわかるほどピンと張り出した突起を、指でくるくると円を描くように愛でた。

「あーー……」

　じわじわと回りくどく進められていく刺激に、思わず声が漏れてしまう。

　直接触られるよりも、布越しのほうが逆に刺激が強いのかも。人差し指で小刻みに突起を擦られると、もうどうしようもないくらいきもちよくなってしまう。

「あ、あっ……あっ」

　私の反応に、ディランさんはすぐに応えた。つまりまた指でくるくると円を描き、腰が浮いて耐えきれなくなってくると、今度は小刻みにそれを擦った。

「ふあ……、あっ……あっ」

　どうしよう。めっちゃ濡れてる気がする。もうごまかせないくらい、とろとろになってる気がする。

　実際、私が握りしめるドレスの中からは……、つまりディランさんの指からは、くちゅくちゅと水っぽい音が聞こえてきた。

「あっ……あっ、あ、あ……」

　はずかしい。はずかしいけど、でも抑えようもないほどきもちいい。

　もっとしてほしい。もっとされたい。そんなきもちがどんどん大きくなって、私はすっかりディランさんの言うことを聞いてしまった。つまり握ったドレスは胸元でくしゃくしゃに潰し、ディランさんの絶え間ないキスには、口を開いて応えた。

　だってすりすりと擦られながらキスされるの、めちゃくちゃきもちいいんだもん。なんにも考えられなくなるんだもん。

「……いく」

　当然、すぐに絶頂は訪れた。

　助けを求めるようにきゅっとディランさんの袖をつかんだら、ディランさんはもったいぶることなく、私にまたキスしてくれた。私の舌に自分の舌をぴったりくっつけて、ぺちゃぺちゃと口の中を愛でてくれる。きもちいいー……。

「…………アッ」

　そうして、私はイッた。一度カクッと大きく足が震えたと思ったら、それが絶頂の始まりだった。

「……ッ、……ッ、あ……っ」

　無言の絶頂。完全に息が止まってた。

　ディランさんは私にキスしながら、目を開けてその姿を眺めてた。イッてるところを見られてるのはわかっていたけれど、それを指摘する余裕はなく。

「ふあっ……、あっ……、う〜〜……っ」

　私はディランさんに見守られながら、いっぱいいっぱいイッてしまった。

「あー……」

　長い長い空白の時間。

　なにも考えられなくなる時間が続き、ようやく目を開けたらディランさんと目があった。思わずきゅっと目を閉じてしまう。

「ミカ」

　それが不満だったのか、ディランさんにこつんとつつくようなキスをされた。でもだって、見てたから。ディランさん、私がイくの見てた。

　私は子供みたいに丸まって、ディランさんのキスを避けた。でも全然意味なかった。耳とかほっぺたとかキスできるところに、キスが落っこちてきた。

　結局根負け。ディランさんの催促に負けて、私はしょうがなく避けるのをやめる。ディランさんをまっすぐ見つめてみる。

　ディランさんが目を細めて、優しく笑ってた。

「……かわい」

　やっぱり目なんて開けるんじゃなかった。なんて破壊力。

「前もかわいくてたまらなかったのに、最近はもっともっとかわいくなってきた」

　それ絶対気のせいだよ。ディランさんの性格が良すぎて、そう思えてるだけで、私自身は変わってないよ。多分。

「夢中だよ。四六時中、ずっとミカのことを考えてる」

　ちゅう、と音を立てておでこにキスされた。

　私はうううっと唸って、体を丸めた。ディランさんの愛の言葉は何度聞こうと心臓に悪い。

　私が動かなくなったのを良いことに、ディランさんはドレスの問題を解決することにしたらしい。つまりドレスのリボンを引き抜き、編み上げ部分もするすると解いたら、すとんとドレスを脱がしてしまった。コルセットもあっさりホックを外されて、気がつけばワンピースのような薄い肌着だけにされた。

　ディランさんもディランさんで服を脱ぐと、ぐったり椅子に横たわる私の片足を持ち上げて、自分の肩に乗せた。椅子に潰れた私をさらに潰すべく、ディランさんは立ったまま、覆いかぶさるようにゆっくり体重をかけてくる。

「あ……っ」

　そうして、自身をずぶずぶと私の中に沈めていった。あっという間に奥まで入ったかと思えば、ディランさんはすぐに私を犯し始めた。

「あっ……あっ、あっ……」

　振動でがたがたと椅子が揺れる。椅子からずり落ちそうになって、とっさに肘置きをつかんだ。

　ディランさんはますます私に体重を預け、私の背中は椅子の背もたれに沈んでいった。

「あぁ……、あっ」

　深い。ベッドでするよりも、ずっと奥に突き刺さる。ぐーっと奥に押し込まれて、思わず息が止まってしまう。

　ディランさんは私をまるごと包み込むように抱きしめて、何度も何度も奥へ押し込むように揺さぶった。そうしてぼそっと独り言のようにつぶやいた。

「きもちいい……」

　ぶわっと顔が赤くなる。

　どうしよう。私今、めっちゃ恥ずかしいことしてるかも。椅子の上で大きく足を開いて、この国の未来の王様と一緒にきもちよくなっちゃってる。快楽を貪ってる。めちゃくちゃ、ふしだら。めちゃくちゃ、えっち。

「うぅぅ……」

　そう思ったら、中をきゅっと締め付けてしまった。その反応はディランさんにも感じ取れたみたい。

　顔を真っ赤にしてじっとしている私のほっぺたに、ディランさんの視線が突き刺さる。やだ。みないで。こっちみないで。

「それ、もう少しできる？」

「うう……」

「すごくきもちよかった」

　ディランさんのえっち。

　ディランさんって、意外とエッチ好きだよね。外では真面目な王子様なのに、ベッドにいるときはいつも私に構ってくる。いつどこで誘ったら私が許してくれるのか、ずっと探ってるような気もする。

　……エッチが好きなんじゃなくて、私を愛する行為自体が好きなのかもしれないけど。

「ミカ」

「……アッ」

　ぐっと大きく突き上げられて、中がきゅっとすぼまった。求めていた反応を得られたディランさんは満足気ににやっと笑うと、私にキスをした。

　そうして、またずくずくと腰を振り始めた。

「あっ……あっ、あっ……あっ」

　どうしよう。めちゃくちゃきもちいい。

「あっ……、ああ、あっ……」

　ディランさんって、なんでこんなに体が大きいんだろう。

　男性と女性としてはごくごく普通の体格差だと思うけど、やっぱり抱きしめられるとその差を実感する。「あ、私、この人に抱かれてるんだな」って生々しく思っちゃう。

「ミカ、腕を回せる？」

　そうなると、もう頭はぼやぼや。ディランさんが動く度に揺れる視界とか、少し熱っぽい息遣いとか、ぴったりくっつき合う肌とか、そういう心がゾワゾワするものに意識を持っていかれて、なにも考えられなくなる。

　だからディランさんの言うことも、無意識に従っちゃうわけで。

「……んっ」

　ディランさんに言われるまま、自分の腕をディランさんの肩へと回す。ぎゅっとしがみついたら、ディランさんも肩に腕を回してくれて、二人一緒にくっつき合う格好になった。

「あっ……、あっ……」

　そうしていっぱい、ディランさんに突き上げてもらった。大きく足を開き、腰を浮かし、自分の体を全部、ディランさんに明け渡してた。

「あっ……ふっ、……んっ」

　ディランさんが動く間、ずっと見つめ合いずっとキスしてたけど、お互いしゃべらなかった。しゃべんなくてもディランさんがしたいことがわかったし、ディランさんもキスひとつで、私がしてほしいことを理解してくれる。お互い無言で快楽を貪ってた。

　そんなことを、どのくらい続けてたんだろう。

「……アッ」

　唐突に私の体が震えた。

　がくっと大げさに体が震え、とっさにディランさんにしがみついた。

「〜〜ッ……!!」

　あとは一瞬だった。

　イくって思ってたら、もうイッてた。ディランさんに伝える間もなく、私の体は勝手にイッて、ぎゅうぎゅうとディランさんのものを締め付けてしまった。

「あ、あっ……、あっ」

　びくびくと足が揺れる。ゆっくりと、断続的に体がはねる。深くて長くて、途方もなくきもちいい絶頂だった。

　イッてる間はほとんど呼吸ができなかった。ひくひく体が揺れる度、短く息を吸ってみるけれど、ほとんど吸えない。きもちいい時間が長すぎて、肺が全然膨らんでくれなかった。

「あ、あっ……あっ……」

　私はほとんど息ができない状態で、がくがくと絶頂を続けていた。なんにも考えられない中、唯一感じられたのはディランさんの熱。

　自分の奥にどくどくと熱いものが注がれてるのがわかった。奥へ奥へと押し込むように、揺さぶられてるのがきもちいい。

「あー……」

　ディランさんは私の絶頂がおさまるまで、ずーっと揺さぶってくれた。それが溶けそうなくらいきもちよくて、ようやく絶頂がおさまった頃には、私は大きく息を吐きながら、潰れるように椅子に沈み込んでいた。ディランさんも同じように息を吐いて、私の上に沈み込む。

「ん……」

　重たいけど、重たくない。

　決して不愉快な重さじゃなくて、愛し合ってることがわかるような、私が大好きであることが伝わるような、そんなディランさんの体重の掛け方。ディランさんとひとかたまりになって、背もたれに沈んでいくのが、いっそきもちいい。

「痛くない？」

「……ん」

　私がこくりと頷けば、ディランさんはますます体重を乗せて、私をぎゅうっと抱きしめてくれる。そうしてちゅうと音を立ててキスをすると、私を椅子から抱き上げた。ベッドへと連れて行ってくれるらしい。

「あーー……」

　揺れるディランさんの腕の中、私ははーっと深く息をついた。

　きもちよかった……。本当にきもちよかった。あんなところでエッチするの、めちゃくちゃ恥ずかしかったけど、でもベッドじゃできないくっつき方が、なんかすごくよかった。いつもとは違う角度で突き上げられるから、めちゃくちゃ感じてしまったし、ディランさんもきもちよさそうだった。

　でもまあしばらくは、しないほうがいいのかも。なんか足がガクガクする。腰もガクガクする。私の足腰は、馬車で鍛えられたと思ってたけど、どうやら気のせいだったみたい。

　今日はどうしようかな。まだお昼だけどなんもやる気なくなっちゃった。ディランさん、もうお仕事ないのかな。ここで一緒にごろごろできないかな。そろそろディランさんとゆっくりおうちで過ごしたい。

　そんなことを思いながら、ぼけーっと抱っこで揺られてたら、知らないうちに寝室に到着していた。

「……ん」

　そうしてお姫様のように（本当にお姫様なんだけど）、優しくベッドに下ろしてもらい、水も飲ましてもらえた。おいしい。

　横たわろうとしたら、クッションを背中に敷いてもらえた。だるい足もすりすりと優しく撫でてもらえた。さすがディランさん、なにも言わなくても私がしてほしいことを全部やってくれる。

「ありがと……」

「うん」

　とりあえず、寝ようかな。ディランさんの腕の中で小一時間ほどお休みしようかな。ぐうぐう眠ったら、ちょっとは足のふらつきが収まるはず。

　そうあって完全リラックスモードで息を吐いたときだった。なぜかふわっと腰が浮いた。ディランさんが持ち上げていた。あれ……。

「えっと……？」

　向き直れば、そこには優しいディランさん。固まる私にキスを落とし、首に唇を滑らせながら甘えた声で囁いた。

「もう一回していい？」

　きゅうっとお腹の奥が甘く引きつった。ディランさんは私の両手をつかみ、優しく優しくベッドに押し付ける。私は両手を上げた状態で、ディランさんに見つめられることとなった。

　その青い目の奥に見えるのは、期待と情熱。ぎゅうっとお腹の奥がうずいた。いやでも。いや、ちょっとあの。

「そろそろ相談したいと思ってたんだけど」

「な、なんでしょう……？」

「子供が欲しい」

　ぶわっと顔が赤くなる。同時にぎゅんってお腹が引きつった。それまでで一番強いうずき方だった。

　なんて素直な体なのか。私本人よりも感情表現が豊か。

「ミカは欲しくない？」

「欲しい、けど……」

　欲しい。めっちゃ欲しい。だってディランさんの子供、絶対かわいいもん。想像だけで、この世に存在するとは思えないほどかわいらしい天使が爆誕することがわかる。

　でもそれと、今のこれは、ちょっと関係ないというか……。一回、休憩をはさんでもいいというか……。

　しかしそこは仕事の早いディランさん。私がもごもご言ってるうちに私の腰を自分の膝に持ってくる。腰っていうか、ほぼお尻。

　ぐーっと押し付けられるのは、ディランさんの体。さっきまで私を愛してくれたもの。あつい。かたい。

「ふえ……」

　びっくりして上半身を起こしてたのに、ふにゃっと崩れてクッションへ逆戻り。ふにゃふにゃ腕から力が抜けて、もう起き上がれなくなった。もう好きにしてって感じ。

　ねえほんとどうしたの私の体。持ち主の言うことよりも、ディランさんの言うことを聞いてる。ディランさんのことが大好きすぎるでしょ。

　太ももの内側から、ちゅう、と優しいキスの音がした。

「ミカって意外と、恥ずかしいこと好きだよね」

「うえ……」

　そのディランさんの目はとってもとっても楽しそう。すごくいたずらっぽい、いろいろ良くないことを考えている顔。

　うそうそ。絶対そんなの嘘。私、ぜんぜんちがいます。そんなへんなこと、好きじゃないです。

　しかし体は大の字。「ディランさんが言うならそうです」とでも言いたげに、ふらふらのふにゃふにゃ。全面降伏。体のすべてを明け渡す気満々。

　いやほんと、ちょっと待って。

「ちょ……、……〜〜ッ！」

　が、私のお願いは聞いてもらえなかった。私の体の方のお願い事が優先された。愛しい私が欲しがっているというのなら、すぐ与えてくれるのがディランさんという男。

　ぐっと体重をかけたかと思えば、そのまま奥まで挿入された。

「あっ……あっ、アッ……！」

　前後に激しく揺さぶられる。

「あぁ……っ、あ……、……んっ」

　一度深く押し込んで、それに私が声を上げると、ぐりぐりと奥をえぐられる。

　どうしよう。奥を突かれるのがすごくいい。もう無理って思ってたのに、あっという間に快楽に引きずり込まれてしまった。

「こっち来て」

　そのうち、ディランさんは私を抱き起こした。向かい合うように膝の上に乗せられて、今度は下から挿入された。

　あまりにも深くて思わず腰を浮かしたら、ディランさんに腰を持たれて阻止された。

「だめ」

「……っ」

　そうして、下からがつがつ突き上げられた。

　自分の腰と密着するように私の腰をおさえ込み、何度も何度も私を揺さぶった。いつもなら行為の最中も、優しい言葉をかけ続けてくれるディランさんが、今はなにも言わない。

　どうしよう。ディランさん、本当に子供を作ろうとしてるみたい。……ディランさんも欲しいんだ。私の子供。

　そう思ったら、きゅっと腹の奥が切なくなった。とっさにディランさんの腰に足を回して、ぎゅうぎゅうに抱きついちゃった。

「……イく」

　こんなの、むり。ディランさんの余裕のない吐息とか、何度もしつこく突き上げてくる動きとか、全部だめ。ダメ。むり。

「〜〜〜〜ッ……!!」

　そうして私はイッてしまった。

　ディランさんの肩に顔をうずめながら、ビクビク足を震わせてあっけなく絶頂してしまった。同時にディランさんにも奥で出された。ディランさんの熱が、どくどくと私の中に吐き出されていく。

「……あっ」

　私は大きく息を吐き出して、後ろに倒れた。ディランさんに支えられながら、どさっとベッドへ横になる。熱い肌に、冷たいシーツがきもちいい。

　続いてディランさんもベッドに倒れてきて、私はとっさに目を閉じる。

「んっ……」

　やっぱりキスだった。

　あー、ディランさん好き。優しいかっこいいすき。エッチのあと、いつもこうやってキスしてくれるのすき。

　すっかり頭が溶けた私はディランさんの肩に腕を回し、いっぱいいっぱい愛のあるキスを交わした。私が積極的にキスをねだってくるのが珍しいのか、ディランさんも嬉しそうに熱のこもったキスを返してくれて、ますます幸せなきもちでいっぱいになる。

　キスの合間にゆっくりまぶたを開いたら、ディランさんと目があった。もう寝るかな。さすがに限界。

「ミカ」

　……が、予想以上に低いディランさんの声に私はちょっと動揺した。大変色っぽい、吐息混じりの声だった。あれ？

「そんなに子供欲しがってるとは思わなかった」

　ぽつぽつ語られるディランさんの言葉によれば、なんかディランさん視点、私の反応がいつもよりだいぶ違って見えたみたい。いつも以上に抱きついてきて、いつも以上に反応が良かったみたい。

　え、だってディランさんが腰おさえてきたから……、え、そのあと？　いやそんな覚えは……。あれ？？？

「もう少し、増やしたほうがいい？　お互い忙しくて、ゆっくりできてはいないから……」

　……なにを？　しかしディランさんの目は色っぽいまま。熱のこもった目線で私をじっと見下ろしたあと、ベッドに放り出された私の両手を強めに握ってきた。ぎゅっとシーツに押し付けてきた。完全に、襲われている。

　待って私、なにかディランさんのスイッチを入れてしまった気がする。

「愛してる」

　うそお……。

　ディランさんはこれ以上ないほどきもちを込めた愛の言葉を投げかけると、全身包み込むように私をすっぽり抱きしめた。そうして「次は優しく、ゆっくりするね」と言って、首元にキスしてきた。え、次ってなに。

「まっ、待っ……、ちょっ…………、〜〜ッ!!」

　──そこからはディランさんの愛が勝った。

　ディランさんは愛する伴侶の要望となれば、すぐに努力を重ねる人。その上、私はディランさんに愛を語られるとふにゃふにゃになる生き物なので、もう自然の摂理だった。毎日太陽は昇るし、海には波が立つし、カーマは愛し合う。運命ってすごいね。

　ディランさんと同じぐらい、私も愛し返したいと日々思っているけれどやっぱりこの量は無理。私が一日に生み出せる愛の限界量と比べて、ディランさんの限界量のほうが何百倍も多いんだと思う。

　そうして私は、ディランさんに抱き潰された。私のお願い事を叶えるため、ディランさんはたっぷりたっぷり私を愛してくれた。…………ありがとう。







　──数時間後。

　私は長い間、ベッドで丸くなっていた。つぶれていた。

　つかれた。うごけない。体は重いしだるいしつらい。そのくせどこも痛くないのがすごい。ディランさんの愛を感じる。

　私の体も、いい加減にしてほしい。ディランさんが大好きすぎる。なんでも言うこと聞いちゃう。ディランさんが一言二言ちょっと愛を語るだけで、すぐコロッとなる。エッチなおねだりも、全部やっちゃう。

「うううう…………」

　思い出せば思い出すほど、恥ずかしさで暴れ出しそうになりながら、私はベッドの中でうめき続け、そして気づいた。

　隣で横になっていたはずのディランさんの姿が見えない。さっきまで羞恥心で死にそうになっている私を、「ミカはなにをしてもかわいいし、素敵だよ」って逆に恥ずかしくなる言葉で慰めてくれていたというのに、横たわっていたはずのベッドには体温が残るだけで、なにも見えなかった。

　私はしばらく拗ねまくり、そわそわし、周囲を何度も見回しまくった。でもどれほど待とうとも、結局誰も来てくれなかった。もっと拗ねた。

　拗ねるきもちが頂点に達した私はしばらくベッドでもいじけていたけれど、やっぱり誰も戻ってこない。すると拗ねるきもちよりもさみしさが上回ってきて、私はベッドから降りた。ついこの間まで独り身万歳生活をしていたというのに、ディランさんと出会ってからはすっかり寂しがり屋になってしまった。

　床に落ちていたガウンを羽織り、お部屋一面に敷かれた柔らかいカーペットの上を、ぺたぺたと素足で歩く。

　見つけるまで、そんなに時間はかからなかった。寝室のすぐ近く、いつもの書斎にディランさんはいた。先程まで私が座っていた椅子に腰を下ろし、さらさらとなにかを書き留めている。

　お仕事なら邪魔しないほうがいいかも。その姿をぼうっと見つめていたら、ディランさんが私の存在に気づいた。

　手招きに従って、私はふらふらとディランさんの元へと移動する。そうしてディランさんの膝に腰を下ろせば、背中からぎゅうっと抱きしめられた。

「大丈夫？」

「うん……」

　足をいたわるように撫でられる。その手をぎゅっと握ったら、優しい力で握り返された。

　ディランさんの体温が、事後のだるい体にきもちいい。ディランさんに体を預け、ぼーっとした頭でテーブルを眺めていたら、書きかけのお手紙が目に入った。私が書こうとしてたやつ。

「一緒に書いても？」

　ディランさんに言われて、私はこくこく頷いた。ディランさんはさらさらと手紙の続きを書くと、その下に自分の名前を入れた。

「ここ？」

　ディランさんに教えられるまま、ディランさんの名前の隣に自分の名前を書く。

　これなら完璧じゃないだろうか。私だけじゃなく、夫婦揃ってお手紙を出したら、それはもう文句つけようもないほど、礼儀正しい断り方ができるのではないだろうか。

　完成した立派なお手紙を惚れ惚れと眺めていたら、ほっぺたになにか視線を感じた。

　顔を向ければ、ディランさんがじっと私を見つめていた。ディランさんの手が、私の手に重ねられる。

「この世界に来て、嫌なことはない？」

　私はふるふると首を振った。

「どうしても困ってることや、悩みもない？」

「ディランさんがいるから……」

　このお手紙の件みたいに、突拍子もないことをやろうとしてディランさんに止められることもあるけれど、結局こうやって、やりたいことに協力してくれる。

　もちろんここは私にとっての異世界だから、難しいことや戸惑うこともある。でもディランさんに相談すれば、大抵の問題は解消される。この世界に来て以来、ディランさんは常に私にとっての一番の味方でいてくれた。

「逆に私に直してもらいたいところとか、たくさんあるんじゃ……？」

　結婚相手がこんなので困ってることとかあるのでは……？

　しかしディランさんははっきりと首を振った。

「ないよ。ない。ミカが努力してる姿をよく知ってる。なにもかも違う世界で、頑張って変わろうとしてる。一生感謝しても、しきれないよ」

　そうなんだ。私そんなに褒められてるようなことしてるだろうか。メイドちゃんたちに叱咤激励されながら、日々のお仕事をこなしているだけなような気もするけれど……。

　予想外に褒められて私が黙り込んでいると、改めてディランさんが私の手を握った。すり、と撫でられたのは左手薬指の指輪。

　この世界の一般的なものと比べて細く小さいその指輪は、私の世界の結婚指輪にデザインが似ている。ディランさんは優しく、私の指輪にキスを落とした。

「ミカは本当に私の妻になるんだね」

　そうして私の顔にも手を伸ばした。両方のほっぺたを柔らかく包み込み、まっすぐ私を見つめていた。指輪の宝石と同じ青い目は、見つめ返すとそのまま吸い込まれてしまいそう。

「ミカと結婚できてよかった。愛のある結婚ができるとは思ってなかった」

　運命って本当にあるんだ。

「愛してるよ。本当に」

　私のことをまるごと愛してくれる、私の運命の王子様。

　ディランさんにとって、私は運命のお姫様になれているだろうか。そんなキラキラした存在になれているのかはわからないけれど、ディランさんのことをまるごと愛してる自信はある。かっこよくてきれいで優しくていつも話を聞いてくれて、でも時々ずるくて意地悪で、……ちょっとだけえっち。

　それが好き。ディランさんに意地悪されるの、すごく好き。……やっぱり私、ディランさんに言い返せないかも。なにされても、文句言えないかも。

　ディランさんの全部が好きなんだもん。

「大切にするよ。私と結婚したことが、ミカの人生最良の選択になるように努力する」

　ディランさんが目を閉じる。私も一緒に目を閉じる。言葉はいらなくて、ちょっとした仕草でお互いなにがしたいかわかっちゃう。

　神様は、わかってたのかな。わかってたから、私をこの世界に呼んだのかな。

「──愛してるよ。私のカーマ愛しい人」




　神様はこんなロマンチックなキスをさせるために、私をこの世界に連れてきたのだろうか。







エピローグ








　戴冠式は無事に終わった。

　ものすごーく緊張したけれど、当日始まってみればあっという間。

　王冠、王笏、宝珠に、指輪……。歴代国王に引き継がれてきた数々のレガリアを身に着けたディランさんは、それはもう途方もなくかっこよかった。

　私も私で王妃としていろんな儀式をしたものの、戴冠式と結婚式も同時に行われたため、（そして王宮の皆様からのお気遣いにより）いろいろ短く簡略化。本当に良かったなあと思っております……。

　あのパーティーの日、ディランさんが行った異国風のプロポーズは、国内外で大変話題になったらしい。

　これまでこの世界の結婚の申し出といえば、それこそ私が大量に頂いたお手紙のように、書面にして意向を伺ったり、直接顔を見せても主に相手の両親に相談したりすることが多かったのだけど、ディランさんのプロポーズが話題になってからは、愛しい相手と直接顔を合わせ、指輪を贈ることが流行ったのだとか。

　そういう背景もあり、結婚式の中ディランさんが改めて私と結婚指輪（この概念がないのでディランさんの行動はとても異例なことだったみたい）を贈ってくれた瞬間なんかは、観衆から大きな反応があった。

　あちこちから聞こえてくる優しい祝福の声に、緊張の糸が切れたのか、私はぽろぽろと泣いてしまった。ディランさんが優しく誓いのキスをしてくれて、どうにか涙は引っ込んだけどあれは戴冠式の中で、一番危ない場面だった。

　それ以来、王宮にお招きしたお客様とお話すると、必ずと言っていいほど指輪の話をされる。

　結婚指輪とはどんなものなのか、カーマにとらわれない自由恋愛とはなんなのか、異世界の恋愛や結婚観などを興味津々に聞かれ、夫婦で面会に来た人の中には、お互いに指輪を贈り合うことをその場で約束する人もいる。

　大事なお客様を相手にしてもお話するのに困らないので、あのとき恥ずかしい思いをしてよかったなと思うこともしばしば……。いや、やっぱりめちゃくちゃ恥ずかしかった。

　なんにせよ、我々は無事に国王夫婦として名門ザクセン家の系譜を継ぐこととなった。

　大役を終えた女王様……、改め王太后様は相変わらずド派手生活を続けている。公の場でディランさんに王位を継がせる意向を明らかにしてから、ほんのりその素地は見えていたけれど、王太后の即位の儀を終えた直後から「もう働かない！！！」と大宣言。

　早々離宮に引っ越し、悠々自適な老後生活を始めてらっしゃった。

　私はせっせとその離宮に通い詰め、王妃としての資質を磨くべくお勉強の日々。王太后様から、ビシビシ（甘やかされてるからペチペチかも）しごいていただいている。王太后様はあれでいて、超絶有能為政者なのだ。

　ディランさんはまだちょっと忙しそう。即位して間もないため、まだまだやることが多い模様。

　私はディランさんのお仕事を手伝いつつ、国内外様々な客人と交流も深めつつ、王太后様の離宮にも通いつつ、夜になったらディランさんとゆっくりベッドで横になり、今日一日起こったことをお互いに話し合う……、そんな忙しい日々を過ごしていた。

　正直めちゃくちゃ幸せ。もちろん王妃として、苦労するときや、努力を求められる場面はたくさんあるけれど、周囲の協力のおかげで今のところは乗り越えられている。

　相変わらずディランさんは優しい。かっこよくて優しくて、いつも味方でいてくれる、（王様だけど）私の運命の王子様。

　この人と出会えて良かったと、毎日思う日々を過ごしている。




「はあー……」

　私は大きなため息をつきながら、横になった。メイドちゃんがぱたぱたと扇子であおいでくれるのがきもちいい。

　目を閉じながら感じるのは、柔らかな海風。うっすらと目を開けば、バルコニーからきらきらと光る海と、白い砂浜が見えた。

　時の流れはあっという間。もうバカンスの季節がやってきていて、私たちは再びアンジュー島に訪れていた。

「あの伯爵様、絶対ミカ様に言い寄ってましたよね？」

　珍しくメイドちゃんは不満そう。今日のお昼の集まりが、相当不愉快だったらしい。

「うーん、どうかなあ……」

　相変わらず異世界人は珍しいようで、たくさんの人からいろんな反応をもらう。中には私の肩書きなど関係なく、少々差し支えのある振る舞いをする人だっている。貴族界の恋愛というのは、なかなか複雑なものらしい。

「いや、絶対そうですよ！　握手だって、普通はあんなに──」

「しー……」

　しかしそういう振る舞いも、大抵はすぐに改めてもらえる。なぜかと言えば……。

「──伯爵がなんだって？」

　私には鉄壁の護衛運命の王子様がいるから。

　爽やかな風が吹き抜ける、バルコニーのど真ん中、私とメイドちゃんはぴたっと動きを止めた。知らないうちに、戻ってきていた模様。

「いや、えっと……」

　私がもごもごしているうちに、メイドちゃんはしゅっと真顔に戻った。「それでは王妃様、わたくしはこれで失礼いたします」とお仕事モードに切り替えて優雅なお辞儀を決め込むと、そのままお部屋から出ていった。置いてかないでえ……。

「いやえっとあの、ちょっと話してみただけでえ……。なんかあの、カーマをさがしてるみたいでえ……」

「そうなんだ。面白い話ができたんだね」

　声音は非常に冷静。いつもの優しいディランさん。

　しかしなぜか、体の距離だけバグってた。めっちゃ近い。超近い。すとんと私の隣に座ったかと思えば、すっと腰に手を伸ばし抱き寄せてきた。わあ自然。すてき。さすが。……ちょっと待って。

「今日もきれいだね」

　ディランさんはゆるゆると私のほっぺたを撫でると、ちゅうとかわいい音を立てながらキスしてきた。絶対わざと音を立ててた。

　ディランさんも非常にかっこいいです。朝もかっこいい姿を見送ったんですが、午後はまずまずかっこいいです。……妙に笑顔なのが気になるけど。

「うえ」

　ディランさんのキスは、止まることを知らず。ほっぺたにあったはずの唇は、すぐに口元へと移動して私の唇を愛で始めた。唇をすりすりと擦り合わせるようなキスは、まるで鳥の求愛行動。

　私を愛してやまないことを、強く強く告げるキス。

「……んぅ」

　その熱烈なキスに押されて、私はぱたっとソファに倒れた。私を見下ろすディランさんの銀髪が、海風でなびくのがとってもかっこいい。

　まるで貫くような視線で、まっすぐ私を見つめながら、ディランさんが言った。

「……抱いていい？」

　思わず、うっと呼吸が止まった。




　──そうして、本日も私は抱かれた。めちゃくちゃ優しく抱かれた。ふわふわで幸せで、とろけるようなエッチだった。

　ちょーっとだけ嫉妬深い、でもすごくすごく優しい、私の大事な旦那様カーマであった。





終









あとがき








　お初にお目にかかります。すでに知っていただいている方はこんにちは。久く瀬せ川がわノハと申します。

　この度ご縁ありまして、また作品を世に出す機会をいただきました。濃蜜ラブルージュ編集部様には感謝申し上げます。

　今回のお話は、濃蜜ラブルージュ様のコンセプトと同様に「とろけるような愛」をテーマにしてみました。

　無口で強面、冷静沈着にヒロインを守り救うヒーローも良いなと常々思っておりますが、今回登場するディランさんは男性然とした性格よりは、柔和で共感性の高い人物として描いてみました。なんでもゆるゆるで、ヒロインのやることなすことにこにこしながら頷いてくれる全肯定ヒーローです。いろんな情報に晒されて疲れた現代人ミカちゃんは、そんなゆったり構えるスタンスに癒やされてるのかもしれません。

　いつも生活の合間合間に、さらっと読めるようなお話を目指して書いているのですが、今回も同じようなテイストで気軽なきもちで読んでいただけたら嬉しいです。

　今回のお話も、たくさんの方々にお世話になりながら書くことができました。お話をくださった担当者と出版社様、並びに表紙を書いてくださったフミマロ様、大変ありがとうございました。

　こうしてお話を読んでくださってる方や感想やお手紙をくださる方々にも、深く感謝申し上げます。いつも元気づけられております。また気が向いたときにでも読んでいただけたら嬉しいです。

　この度はありがとうございました。






久瀬川ノハ










【著者紹介】

１０月生まれ

「聖女様は逆ハーレム後宮を築かないといけないらしい」で商業のお世話になることになりました。押しの強いヒーローと押しの弱いヒロインの組み合わせが大好きな人間です。







濃蜜ラブルージュＦ＋

“運うん命めい”の花はな嫁よめとして溺でき愛あい王おう子じに異い世せ界かい召しょう喚かんされました!?

～愛あい情じょう過か多たの旦だん那な様さまに骨ほね抜ぬきにされるまで～
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